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第１章 序論 
 

 

1-1 の  

 

プラスチック等が混入した廃棄物 廃棄物安定 に 1100
1 廃棄物 269 9 年 の に た た の

の 棄 廃棄物 等 する  

した に 棄 に した の斜面 の

等の に との が 物 等に る

 

斜面安定性に 棄等 の の の の

等が 棄 等に する の 等 の 廃棄物

廃特 に 2)に 廃棄物の の が ると た

28 年 に 23 た に 28 年 に 1,600
の 廃棄物の 棄等が 3)し の に に し の が

る が し が る  
し し が 廃棄物 が とした に る と等

とし 廃棄物安定 等のプラスチック等が混入した廃棄物 に関す

る力学面等の研究 に のた プラスチック等が混入した廃棄

物 の斜面安定性 力等の 力学に が る

に る 4)が 廃棄物 等のプラスチック等が混入した廃棄物 の廃棄物

が cm の の の の が が

 

に が のプラスチック等が混入した廃棄物 の斜面安定性

の に とが る し し が

と 廃棄物 の斜面 棄 の斜面安定 に

廃棄物 に 廃棄物の に た 大 5)に の安定

と の 1:2 る が と る のた に が

る に の が に 廃棄物 の

棄 の斜面安定 の が るとと に 廃棄物 の

に とが る  
に 2017 年 4 月にス ラ した廃棄物 landfill の大

斜面 32 6),7)等 の水 等の廃棄物 に

大 等に大 斜面 が し プラスチック等が混入した廃棄物
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の力学特性 る と の に がる  
た の斜面 等 斜面安定性等の力学特性に廃棄物層 の水の挙動が

に関 する とが るとと に 廃棄物 の に し の 面 水

の挙動 物 の 等に 関 する  
の 研究 プラスチック等が混入した廃棄物 の に

力学 斜面安定性 力 特性 水挙動に関する研究 に の

る  
 
 
1-2 の  

 

 が の廃棄物 の力学研究に が する 廃棄物 が に

に る と に関する力学面の研究 研究

関等に る し し の廃棄物 が に大 力学特性が る

プラスチック等が混入した廃棄物 に の 廃棄物

棄 が る と 力学面 の研究 と のが る  
 が の廃棄物 の 定 に関し 廃棄物 の に 廃棄

物 の 2010 8)に る のの プラ

スチック等が混入した廃棄物に  
 の 9) 廃棄物 の 廃棄物

の廃棄物 し 大 300mm 600mm 等

性 特性 特性 の力学 特性の る の

の 廃棄物 の 性廃棄物 3 5cm の プラスチック が

25% に 性が ク プに る長 が する と

性が に が 性が しに が

性が大 る 性 に する に 特性が

る と に 性 性 が と

特性が る と し る  
 た 山 10) の 等の に大 廃棄物

し 廃棄物層の 力(c) (φ)に し 廃棄物層の

に 1:0.5 20m る と した  
 し し 廃棄物 とした研究 長 のプラスチック等

廃棄物の 棄 とした のと  
 に ると 廃棄物 の とし が る が

と 等 の大 斜面 が し る と

等 プラスチックが混入し る 廃棄物に の力学研究が
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る の Florian Koelsch11),12) 廃棄物の力学特性とし

の に に する 性 力 fibre-cohesion 定 し 大 の

に る の 定 した た に 大 面

面:1m×1.8m に る した に 力学 とし の

ラ た斜面安定 のた の のと に し る  
 T = G tanφ+ c b G tan sin(1.5 ) sin tan cos  ------- (1.1) 

に T す 面 の (kN/m) 
G 等に る (kN/m) 

安 (Fs)の  
安 (Fs) す 面に 斜面が に る に 定

る  
b す 面長(m) 
φ (°) 
c 力(kN/m2) 

す 面の 斜 (°) 
(°) 

 
 た Klaus Peter Salomo13) の 廃棄物 大 力

の とし 等に る とと に

廃棄物 の大 力 の した 大 力

の の 廃棄物 年 20mm の が る のの

の水 0 が た とが る  
 に の I.R.Fleming14) が 廃棄物 の大 の のた

に に 廃棄物 の 力 の 力 し

る  
 Dimitrios Zekkos15),16) が ラ ス の した

廃棄物に 大 面 300mm×300mm box し 廃棄物の

プラスチック等の 廃棄物の と が に

と に の が 面と のと に る

が る と の が 面に し 60 のと が 大と る

と した が大 と 大 と

が大 大 とる と した た の に

面 が するとし る  
 廃棄物層 の水挙動に とした 廃棄物 に の

研究が る のの プラスチック等が混入した廃棄物層の水挙動に

研究 に る の
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17) がプラスチック の混入した廃棄物 に プラスチック

の混入 が大 の に の が大 水 が に

る と 水 に 性 水 が に 大 が る と し

る 研究に の に に 水 が る

が るた が の が 水 が プラスチック混入 の

水挙動と る とが る  
すると の研究 プラスチックが混入した 廃棄物層に

の に ると る  
力学 特性 に  
廃棄物層の斜面安定性 等のた の 定 工学 プ チ 9),11),14)  

が大 が に 廃棄物層 層と し

性 挙動 す 9)  
の に 廃棄物に る プラスチック 等

に る る 11),12)  
に 廃棄物に る の に が る 性が

する と の に が す とが る 11),12),14),15)  
廃棄物層の の とし 面 が する 11),14)  

斜面安定性 に  
工学 る 面 の 2 の す 等 に

る の (Koelsch) 廃棄物の した

し る  
廃棄物 の に  

 長 の る のの に 物の 13)  
水挙動に  

 水 に 性 水 が に 大 が る 17)  
 

研究 の 研究 工学 プ チに の

る た た 研究 と が の が 水

が プラスチック等の混入 の 特性 水挙動 る の る  
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1-3 の目  

 

廃棄物安定 等のプラスチック等が混入した廃棄物 の る

た に る 力学特性 する と する

とが に る た 力学特性 水の安 性等に関 する の水挙動の

に る  

した とが 廃棄物安定 等の 廃棄物 の

物 等に る が とが るとと に に

の の の 等の る た 棄等 に

1,600 し に 斜面 物 等に の に た

が した の に に

面 の の水 の の

等に 性が る た 等 関 研究が

と 廃棄物 の斜面 が し る 等の の

る  

面 ると プラスチック等が混入した廃棄物 長 物 プラスチッ

ク等 が に水 に に し に の る

し ると 特長が る したが の特長に した

の 定が に るとと に 斜面安定性 特性 力特性 水

の 特性が の と 大 る とが る  

 研究 プラスチック等が混入した廃棄物 に

の に 特性 する と 斜面安

定性の と の する と 力 特性の と の

する と の水挙動の と の 定 する と とする  

の研究 プラスチック等が混入した廃棄物 の廃棄物

が に に大 と等 定し 20 30
プラスチック等が混入した廃棄物 の 特性 する

た に の 等 に の する と

が 等の にと に る と の に

する  

斜面安定性の研究 のプラスチック等が混入した廃棄物 の大 斜面

た

の 性と水 に関する 動 斜面安定性特性 する

た 斜面安定性 し に し する に

安 に る斜面安定性 の する した研究 とに

が のプラスチック等が混入した廃棄物 す 斜面 の する  
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力 特性の研究 の と に プラ

スチック等が混入した廃棄物 の 力 特性 する た 水

に関する 廃棄物 の の の

に する に 安 に

る 力 の する  

の水挙動に関する研究 大 ラ プラ

スチック等が混入した廃棄物 の水の 水特性 にし

水 の に る た とに の 定 し

する  

に の研究 し が のプラスチック等が混入した廃棄物 の

の 性 の す  

 

 

 

1-4 論 の  

 

 と の 6 の し る  

  

 プラスチック等が混入した廃棄物 の と  

 プラスチック等が混入した廃棄物 の斜面安定性  

 プラスチック等が混入した廃棄物 の 力特性 

 廃棄物 の水挙動と 定  

  

 

 の のと 1-1に す  

 研究の し の研究 し が のプラスチック等

が混入した廃棄物 に 力学特性 水挙動に関し と る と

した の 研究 研究 した  

に したプラスチック等が混入した廃棄物 の特 した

30 の廃棄物 た 力等に関する力学

した た 安

に 面 との 等に した  

廃棄物 の斜面 に関する し プラスチッ

ク等が混入した廃棄物 の斜面安定性の とした の

等の した プラスチック等が混入した廃棄物 の斜面安定特性 性

水 との関 等 し 斜面安定性の し 定 る斜面
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の した  

の 廃棄物安定 た し

の が の る と とした ク 7m

1m た大 の した の 等 とに プラスチッ

ク等が混入した廃棄物 の 力特性 し 廃棄物 の の

の に した  

水 の 廃棄物 の と の関

した た 特性 のた の大 ラ プラスチック等が混入

した廃棄物層の水挙動に し の 定 した に ラ

の 水の水 特性と 水 の関 した  

の と るとと に 斜面安定性と水挙動等の

に関 する し プラスチック等が混入した廃棄物 の に た

した  
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第１章 序論 

研究の  の研究  研究の   の  

 

第２章 プラスチック等が混入した廃棄物地盤での強度試験と簡易現場試験法 

廃棄物 の  

力学 と 安 の  

の と  

の 性の  

第３章 プラスチック等が混入した 
廃棄物地盤の斜面安定性評価 

廃棄物 の斜面 に関する

 

動 等  

した斜面安定性  

長斜面 定した斜面安定性  

安 に る斜面安定性  

斜面 の  

斜面安定性 の  

第４章 プラスチック等が混入した 
廃棄物地盤の沈下，支持力特性 
の廃棄物  

に る 力  

廃棄物 の  

水  

面 に る  

に関する  

に る 力  

廃棄物 の の に

の  

 

第５章 廃棄物地盤の水挙動と浸透量算定方法 

 

特性 のた の大 ラ  

の と  

水に る と の  

水  

第６章 結論 プラスチック等が混入した廃棄物地盤の  

の と るとと に 斜面安定性と水挙動等 に関 する

し プラスチック等が混入した廃棄物 の に た  

1-1 論 の  
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第２章 プラスチック等が混入した廃棄物地盤での 

強度試験と簡易現場試験法 

 

 

2-1  

 

 プラスチック等が混入した廃棄物 に 1,100 る 廃棄物安定

1,600 する 棄等 に する のの の

研究が に が する 廃棄物 の が に た

と が との の が た と等

に関する  

 た に プラスチック等が混入した廃棄物 の廃棄

物の が に に大 の の が る とが

に の に した が に る  

 したが プラスチックが混入した廃棄物 の るた に

の と の に る の が に る  

のた プラスチックが混入した廃棄物 の に 面に

る廃棄物の 等 た プラスチック等が混入した廃棄物 に した

定し 20 年 等が る た 30
が のプラスチック等が混入した廃棄物 の 特性

する た に の 等 に の

する とが 等の にと に る と の

に する  

 

 

2-2 試験現場 

 

 2010 2017 年 の 8 年 に プラスチック等が混入した廃棄物 15
と のた プラスチック等 廃棄物 5 した

廃棄物安定 4 年 等が る た 9
廃棄物 棄 6 8 廃棄物 4 6

廃棄物 1 廃棄物 1 Landfill 4
5 の 20 30 る 2-1  
 の A1 安定 の の る の

し る と 5 の の に す

に す 水 た た 大 大 が
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る に す斜面安定性 するた の

た に 廃棄物層の大 が た C1 棄

に す廃棄物層の る  
 2-1に の 年 廃棄物 水 し

る 廃棄物 水 廃棄物層の 層 0.15m
1m 3m した の る に 20mm×20mm の

20mm の の 等とし る  
10cm のプラスチック等が混入した 6% 17% のプラスチ

ックが混入し 1.3g/cm3 水 23%と る  

に プラスチック等が混入した プラスチック等が混入し

に が と に の が 水 が に  
 混入し るプラスチックの に 安定 15cm に する

とが廃棄物 6 1 3 の に 年

大 15cm に る に し の 棄

の長 物 る  
A1 100mm の廃棄物 た の

6% の の 2-2に す た 2-1に

たプラスチック等 す 100mm×100mm の 物 2

が 53% 面 98% プラスチックが面 89%
る 100mm×100mm の 物の 25cm×9cm 50cm

の の る の 10cm のプラスチック等が混入した 2-2(1)

2-2(2)に す に 面 がる等し るプラスチック等の し

る と A1 の廃棄物の面 に のと る  

 したが 安定 等の に に し 長 面

する のの大 がプラスチック ると る  

 た の 定の長 面 するプラスチック等 に水

に に し に の る し した と

が の 特性等に る のと 定 る  
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2-1 試験現場  

 

  

堆積
時間

湿潤
密度

含水
比

年 g/cm3 %

東北A1 3.8 **プラ54%, 陶磁器がれき等45% 1.4 42
0.1 プラ7%, 土等43%, 陶磁器類44% 1.5 10

15.0 プラ6%, 土等66%, 陶磁器類18% 1.6 28
0.0 1.2 21
0.9 1.2 23
1.8 1.4 29
8.0 1.6 19

15.0 プラ17%, 土砂43%, がれき類28% 1.5 23
中国A 0.3 プラ6%, 土等59%, 陶磁器類30% 1.1 25
関東C1 10.0 プラ16%,土陶磁器等74%,金属4% 1.2 31

1.5 プラ6%, がれき類50%, 土等35% 1.2 21
1.5 (頂上部)上記よりプラスチック多 0.9 13

中部C2 13.0 **プラ50%, がれき等13% 0.7 17
中部C3 0.5 がれき類主体（プラ少） --- ---

5.1 1.3 23
関東B1 0.1 プラ8%, 土等73%, がれき類10% 1.2 31

0.1 プラ13%, 土等78%, 陶磁器類5% 1.1 26
0.1 プラ1%, 土等65%, 陶磁器類30% 1.5 19
0.5 土等80%, がれき類14%, 木6% 1.1 40
0.2 1.2 29
0.8 燃え殻 1.5 22
0.8 ばいじん 1.2 32

関東B2 12.0 土・燃え殻等85%,がれき類12% 1.4 ---
東北C 10.0 がれき類等（土砂分主体） 2.0 18

九州C中腹 9.0 がれき類等（土砂分主体） 1.4 23
九州C頂上 12.0 がれき類等（土砂分主体） 1.7 ---

40.0 焼却灰等（土砂分主体） 1.1 14
12.1 1.5 22

上海GL-1m 7.0 プラ22%, 土陶磁器等29% 1.1 39
上海GL-3m 7.0 プラ9%, 土陶磁器等52% 1.2 45
ジャカルタ 0.2 生ごみ（果実殻等）, レジ袋等 --- 72

トルコ 0.6 **生ごみ49%, 容器包装24% 1.0 45
スリランカ 10.0 プラ20%, 繊維類18%, 土等53% 1.1 59

5.0 1.1 52

注）　主な組成の「*」は，搬入記録による値．（他は組成分析の値）

関東A1

現場名区　分
現場
種類

主な組成（重量比）

不法
投棄

埋立
地

東北B管理
型処
分場

中部B

中部A1

中部C1

安定
型処
分場

不法
投棄

プラ14%, 土砂57%, がれき類
25%, ゴム皮革1%, 金属類1%,

その他2%
10cm
超の
プラ
あり

平　　　均

平　　　均

海外
10cm
超の
プラ
あり

震災仮置場 東北E

一廃処分場 関西D

平　　　均

平　　　均

10cm
以下
プラ
あり

プラ
なし

管理
型処
分場
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2-2 廃棄物の の 量 ，面  

( A1 100mm×100mm 物)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-3 試  

 

 2-1 に した ック た の

層の に 3m ッチ 層 る と等 3m

の る  

 の 面 2-2(1) (5)に す 2-2 10cm のプラスチックが混

入した 安定 棄 10cm のプラスチック等が混入した

プラスチック等が と 混入し の に し

した  

 10cm のプラスチック等が混入し る 長 物が に 等し

る のの に水 に る  

重量比 面積比 平均サイズ
(%) (%) (cm×cm)

0% 0% -----

軟質プラスチック 23% 89% 27×10

硬質プラスチック 16% 3% 19× 4

その他 14% 6% 26×10

シート状物計 53% 98% 25× 9

47% 2% 13× 7

100% 100% 24× 9

　注1）　約25kgの採取試料により分類した。

　注2）　塊状物の面積は投影面積。

線　状　物

シ
ー

ト
状

塊状物（がれき等）

合　計

形　状

  
2-1 20mm で た廃棄物 と，10cm の プラスチック  
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2-2(1) A1 2-2(4)関 B2 2-2(5) 面に水

が る の プラスチック等が混入し る A1

1 6 し 水が した の プラスチック等が 関 B2
に廃棄物層の に に た水が に 水した の

る  

A1 2014 年 7 月 31 に廃棄物が した 層 3m×3.5m の

に 2.6m の 6 に 面 の 層 面

に水が し の に し 26 に水 0.17m に した

年 7 月 3 11 に 82mm 13 17 に 8.5mm 19 に 1mm の 水

が たが 水 0 た したが

12 の に る 層 2.6m の に した 動 に た水が

と 面に した とに る  
2010 年 8 月 28 の 12 に た 13 水が し

17 に水 0.05m 8 月 29 12 に 水 が 0.3m に した  
の 水 し が の 2
し るた の に る  

 

 

 

  

    
 A1現場            A1現場 

    
A1現場            A現場  

2-2(1) 試 10cm のプラスチック 安定 場  
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C1 現場             C1現場 

 

   
C2現場             C3現場  

2-2(2) 試 10cm のプラスチック 法 棄現場  

   
B1現場 場       B現場 場     

 
           E現場 廃棄物 場  

 

2-2(3) 試 10cm 下のプラスチック 場， 場  
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現場            現場 

    
現場           ス ラ 現場  

 

2-2(5) 試 地 10cm のプラスチック  

 

   
B現場( )  C現場( 法 棄)   C現場 法 棄   

   
 B2現場 場     D現場 廃 場  
 

2-2(4) 試 プラスチック し 場， 法 棄等  
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2-4 力 試験方法と簡易試験の  

 

2-4-1 強度試験方法の  

 プラスチック等が に し る

する と し と し に た  

に した 研究 廃棄物 の 性が と

る 面 に る ととし 大 が廃棄物 に した 面

1)に ととした た 力 に に 力

廃棄物 の 力 定のた に る 2)に た  

斜面安定性 の の 等に に

定する と る とが が 面 の る

のに 1 2 する のた に の の る とが る

に した に 廃棄物の の大

性 の の 定が に る のとし の

定する 3),4)と 山脇 が した廃棄物 1m3 の の安

る 安 5) ととし の廃棄物 の 性 した  

 

2-4-2 現場 面 試験，現場 試験 

 面 13 18 の とし 大 が した

1) 5 た  
廃棄物 の に した 面 2-3 に す の

300mm 300mm 150mm る 廃棄物 の 面 に し

の大 に 4 の 面 ックの する の

と プラスチック が る ラ 廃棄物

する とに する とが る  
2-4 入 が る 3 の

定し との る と 定 c , 𝜑𝜑
定する と した の る と 面が 斜する 2-4に すク

の る のと 定し の の 動 の 力 P と す

の力 T の の 定 が 定 る 定 る

力 面 る 力 と

の 関関 が る とが る 6) のた 面

が 定 の る ととした  
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2-4-2 試験 

  

 
2-3 現場 面 試験 と A1現場  

 
 

2-4 現場 試験の と B現場  

 

150mm 
 

300mm 
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2-4-3 試験 

 の 2-5 安定 4 8 3
棄 1 の 8 12 た が に

し と に る 力が 力と るが の が た

に の 10 %の のと の が 力と る 2) プラスチック

等が混入した廃棄物 し す と の に る

300 mm す に が 30 mm に し し 力が に る

性が る のた る 大 る とが し が 研究

力に 0.7 m3 ック 16 t 等 たた の

力の の関 が る の 等 とに

定した  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
2-5 試験 A1現場， B1現場  

 



21 
 

2-4-4 度試験 ス  

 とした 力 定 る ス 2-6

に し が した の 廃棄物 の

に る 性が 19 29 た 2-6  
ス 50 mm 4.5 kg のラ 0.45 m

ラ に の 定し の 大 し ク Ia
とし する の の ク と 定 との関

が るが 廃棄物 物性が の関 る とが

た 廃棄物 の関 性 た  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 

2-6 度試験( ス ) 

ス 定 4) 定 C1  
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2-4-5 安 試験 

廃棄物 の安 斜面の安定 の 等 に たに した の

ック 廃棄物 山 に の 斜面

した 安 とする の 19 27 た 2-7  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

2-7 安 試験 A1， B  

下 安 試験の  

 
の研究 7) 安 に 安 critical angle of repose; 𝛼𝛼𝑐𝑐 と 安

repose angle after avalanching; 𝛼𝛼𝑟𝑟 の が 安 の

る斜面が し る 大の 安 安 る斜面 る

が した の斜面 とし る 研究 と廃棄物 の 性 し

廃棄物が した水 に 面 が 3m×3m の の し

に し た廃棄物 安 た 安

ック ッ の 2-7 の の が した の斜面

た ック ッ 廃棄物 すと ッ が廃棄物が

す た が が の と る とに る

た 0.45 m3 ッ ッ し 3 4 廃棄
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物の山の 1.0 1.5m に が安定し る と し 4 の

安 た 2-8 安 に ッ の 4 の

廃棄物が が た斜面 が大 たと の とした た

の水 に る るた に 大 した  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-4-6 現場 試験 

 廃棄物 の に に する が た

水 に る の 8) JGS1612-2003 の に 50 kg
水 0.15 m3 の入 た 面 定の ラ 大の 567mm 830mm
に 入し と 水 の の に る

2-9 し 9 16 定した  
na (2.1) る  

VVVn wsa /)( +−=
  ------------------------ (2.1) 

V の の の 0.6m 0.4m  
Vs+w の水 ( る の  

等 に し の た の水  
水 に る 水 の チ 9 = 100 200/10-6K-1

等 る に し る  
A1 1 年 し た 2.02 

g/cm3 の た の 10),11) に る

 
2-8安 試験 A1現場 1.8 地盤  
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2.14 g/cm3との 94.4 % る が 大 とし

に が とが る る

50 kg の の 200 る のた

定する の が の 等の のた に

る に る  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
2-9 現場 試験の方法 
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2-5 力 試験結  

 

 20 30 の力学 の 2-3に す た 2-3 した

の チ 2-10 に す  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

廃棄物 の と の る し

に プラスチック等の混入の プラスチック等の混入が る 安定

棄 長 10cm のプラスチック等が混入し る と

プラスチック等 10cm の の た プラス

チック プラスチック ップ が混入し る に した  

2-10 ると 廃棄物 の力学特性 廃棄物の に と

にプラスチック等の 定の長 面 する廃棄物が混入すると力学特性 大

し る 2-3 2-10等 る廃棄物 の 特性 に 挙する  

 

10cm のプラスチック等が混入した廃棄物 の 特性 
にプラスチック等が混入すると 力 ス の

Ia が 2-3 面 したと に る

が る  

に 10cm の長 のプラスチック等が混入すると 斜面の安定 す

安 が に大 2-11 斜面 安定する が る と

が る  

 

2-10 廃棄物地盤の の強度特性(20 現場 30 の試験結 ) 
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10cm のプラスチック等が混入した るに 関

1 年 した の 力 が の る

2-3  

10cm のプラスチック等が混入した A1 安定 の

とと に の が の 力 力 ス

(Ia)が に した の 力 1 2 年の の

が し の に が し る 2-12  

10cm の プラスチック等が混入した廃棄物  
10cm のプラスチック等が混入した の 力 ス (Ia) 10cm

のプラスチック等が混入した と の の の す

2-10 2-3 廃棄物の 等に の

に 大 た し 安 10cm のプラスチック等が混入した

の と す 2-11  

プラスチック等が と 混入し が 等 の 特性 

が が の 力 ス (Ia) 力が大

が る 面 安 10cm のプラスチック等が混入

した に 2-10 2-11 2-3  

の Landfill  の 特性 

の が の 10cm のプラスチック等が混入した に 定

する のの の のた 水 に大 2-10 2-3

が の廃棄物 棄等 大 斜面 の のに

し の 大 斜面 が し るの とし の の水

の に する とが る  

 

 

 

 

 

  

   
2-11 廃棄物地盤 の 安    2-12 A1現場での強度定 の  
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2-3 20現場 30 での現場力 試験結  

 

  

堆積
時間

湿潤
密度

含水
比

空隙
率

地盤反
力係数

停止
安息

限界
安息

キャス
ポル

年 g/cm3 % % MN/m3
角 ° 角 ° 角 ° Ia

東北A1 3.8 **プラ54%, 陶磁器がれき等45% 1.4 42 16＞ 2000 111 22 * 41 * 41 51 15.8
0.1 プラ7%, 土等43%, 陶磁器類44% 1.5 10 37 330 12 24 * 41 * 36 42 7.7

15.0 プラ6%, 土等66%, 陶磁器類18% 1.6 28 21 700 24 24 35 40 46 7.6
0.0 1.2 21 41 140 5 --- --- 40 51 3.7
0.9 1.2 23 29 320 8 2 59 44 49 6.1
1.8 1.4 29 22 --- --- 8 36 40 46 7.2
8.0 1.6 19 14＞ 480 8 18 36 44 56 9.7

15.0 プラ17%, 土砂43%, がれき類28% 1.5 23 17＞ 640 12 5 38 43 51 7.3
中国A 0.3 プラ6%, 土等59%, 陶磁器類30% 1.1 25 39 340 8 11 27 38 46 8.3
関東C1 10.0 プラ16%,土陶磁器等74%,金属4% 1.2 31 --- --- --- 3 46 50 60 6.3

1.5 プラ6%, がれき類50%, 土等35% 1.2 21 --- --- --- 4 51 45 53 5.4
1.5 (頂上部)上記よりプラスチック多 0.9 13 --- --- --- 3 * 51 * 52 58 3.6

中部C2 13.0 **プラ50%, がれき等13% 0.7 17 --- --- --- 3 * 47 * 45 55 4.6
中部C3 0.5 がれき類主体（プラ少） --- --- --- --- --- --- --- 36 42 ---

5.1 1.3 23 26 619 24 11 42 42 50 7.2
関東B1 0.1 プラ8%, 土等73%, がれき類10% 1.2 31 49 1600 51 40 50 40 42 13.3

0.1 プラ13%, 土等78%, 陶磁器類5% 1.1 26 21 300 9 --- --- 34 38 7.8
0.1 プラ1%, 土等65%, 陶磁器類30% 1.5 19 17 --- --- --- --- 36 38 12.8
0.5 土等80%, がれき類14%, 木6% 1.1 40 --- --- --- 11 47 40 45 4.5
0.2 1.2 29 29 950 30 26 49 38 41 9.6
0.8 燃え殻 1.5 22 39 --- --- 45 19 36 40 14.6
0.8 ばいじん 1.2 32 38 565 179 --- --- 36 38 19.1

関東B2 12.0 土・燃え殻等85%,がれき類12% 1.4 --- --- --- --- 70 超 0 --- --- 20.0
東北C 10.0 がれき類等（土砂分主体） 2.0 18 --- ＞ 360 59 14 17 35 37 9.2

九州C中腹 9.0 がれき類等（土砂分主体） 1.4 23 --- --- --- 3 45 44 50 7.8
九州C頂上 12.0 がれき類等（土砂分主体） 1.7 --- --- --- --- 18 33 --- --- 12.2

40.0 焼却灰等（土砂分主体） 1.1 14 --- --- --- --- --- 36 40 6.7
12.1 1.5 22 39 463 119 30 23 37 41 12.8

上海GL-1m 7.0 プラ22%, 土陶磁器等29% 1.1 39 --- --- --- 6 33 --- --- 4.3
上海GL-3m 7.0 プラ9%, 土陶磁器等52% 1.2 45 --- --- --- 4 43 --- --- 3.7
ジャカルタ 0.2 生ごみ（果実殻等）, レジ袋等 --- 72 --- --- --- --- --- 36 55 5.8

トルコ 0.6 **生ごみ49%, 容器包装24% 1.0 45 28 --- --- 4 * 52 * 36 47 4.2
スリランカ 10.0 プラ20%, 繊維類18%, 土等53% 1.1 59 15 --- --- 10 36 40 48 5.2

5.0 1.1 52 22 --- --- 6 41 37 50 4.6

注1）　主な組成の「**」は，搬入記録による値．（他は組成分析の値）

注2）　粘着力，内部摩擦角の「*」は，現場土圧試験による値．（他は一面せん断試験による値）

注3）　極限支持力の「＞」は，反力不足で試験を終えたため実際の極限支持力は表示値より大きいことを示す．

平　　　均

海外
10cm
超の
プラ
あり

震災仮置場 東北E

一廃処分場 関西D

平　　　均

平　　　均

10cm
以下
プラ
あり

プラ
なし

管理
型処
分場

プラ14%, 土砂57%, がれき類
25%, ゴム皮革1%, 金属類1%,

その他2%
10cm
超の
プラ
あり

平　　　均

内部
摩擦

粘着
力

中部B

中部A1

中部C1

安定
型処
分場

不法
投棄

不法
投棄

埋立
地

東北B管理
型処
分場

kN/m2

関東A1

現場名区　分
現場
種類

主な組成（重量比）

極限
支持力

kN/m2



28 
 

2-6 簡易試験方法の 性 

 

2-6-1 度試験の 性 

(1) 面 との  
面 等の に 5

した ク (Ia)の 2-3 に した の 18
の ク (Ia)と 面 の プ ッ した の

2-13 に す 2-13 廃棄物 に に

る ク (Ia) 面 に る 力(c)と 関 し の 関  (2.2) 
のと る  

5.98.2 −= aIc   ------------------ (2.2) 
に c 力(kN/m2) 

Ia に る ク  
に ク (Ia)と (𝜑𝜑)の関 ると 2-13 関 が

関 の に プラスチック等が混入した廃棄物

Ia が し 大 する とが る  
の た 2-14 の の と の と る  

 
  

 
 

2-13 度試験と現場 面 試験結 の 現場の  

Ia 力 Ia  

 
 

2-14 度試験と現場 面 試験結 の 現場 現場  

Ia 力 Ia  
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(2)  
ス の廃棄物 の に す

水 るた のと の た 水 の

0.2 m の に 定し に 0.4 m×0.4 m
0.1 m ッチ 1.2 m×1.2 m の 2-15 廃棄物 定 0.938 

g/cm3 の に し した の 1 m×1 m×1 
m の 定 0.938 g/cm3 廃棄物層 0.1 m 0.47 m

層 0.1 m ッチ した 2-15 に 10 cm
のプラスチック等が混入した の安定 A1 した

た  
に 廃棄物 の の の るた ク

の の し ク 面 の の廃

棄物の動 た  
の 2-16に す の の

ク (Ia) 7.1 7.7 と廃棄物 大 と が すと Ia
する Ia の とし Ia が す の と が 1.1 

m ( 0.13 0.24 m4)) が 0.4 m ( 0.09 0.22 m4))
の が に に  

に の の の 2-17に す

廃棄物の 動 がス ップ た 水 0.80 m
0.35 m た の ク の 力の がス

ップ た と るた の 2-16に る

水 1.1 m 0.4 m と する プラスチック等の廃棄物の が

と に水 に する の動 が廃棄物 し に水

に がる が た  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
2-15 度試験( ス )の 験 

水 方 のた の試 ， 方 のた の での  
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(3) の  

(2.2) 2-3 に した の廃棄物 の とにした の

の廃棄物 に 力 定した に の る た

ク (Ia)が 10 ると(2.2) と の が大 2-13 の

(2.2) に る 力の 定 し た の に 1m
0.4m の と る  

 
  

 
2-16 廃棄物地盤の 度試験の  

 
 

2-17 度試験の 0.03 の  
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2-6-2 安 試験の 性 

(1) 面 との  
面 等の た安 2-3 に し

た の 17 の安 に る 安 と 面

等の の関 プ ッ した のが 2-18 安

面 に る (𝜑𝜑)と の 関が る とが る と に 面

る 力(c)が 𝑐𝑐 ≦ 5 kN/m2 の 安 と が 等し

安 (𝛼𝛼𝑟𝑟)と (𝜑𝜑)の関 の に る  
𝑐𝑐 ≦ 5 kN/m2 のと  
𝜑𝜑 = 𝛼𝛼𝑟𝑟   ------------------------- (2.3) 
に 𝜑𝜑 (°) 

r 安 に る 安 (°) 
𝑐𝑐 > 5 kN/m2 のと  
𝜑𝜑 = 1.6𝛼𝛼𝑟𝑟 − 28   ---------------------- (2.4) 

 
 た 2-18 の るが の の に

の が 関 が が る  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

  
2-18 安 試験 安 と の  

の   
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(2) 水 と 安 の関  
2-19に 水 と 安 の関 す の 関 し るが

17 の 水 10 40%の 水 と 安 の に 関

のプラスチック等 廃棄物 が大 水性が た

廃棄物 の水 プラスチック等の 等に長 る の水と る

のた 水 の が のと に 関

A1 15 年 た安 の 安 40°
山 し1 た の 安 41° と が た

の廃棄物 等に に 水 とが

の が し 安 が ると る  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(4) 安 の  
(2.3) (2.4) 2-3 に した の廃棄物 の とにした の

の廃棄物 に 定した に の る

た が 等が (2.4) 定 る

面 に る 大 る が (2.4) る 定

る  
た 安 水 に る に 大 の

る が る た に た が する とが るた

安 の る が る  
  

 
 

2-19 水 と 安 の  
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2-7 と  

 

(1) に  
廃棄物安定 棄 等のプラスチック等が混入した廃棄物

の に の廃棄物の が大 と等の 特性 研究

等 に 定し 20 30 た のた

の 面 力 のた の と とし

ス 安 した  

 

(2) に  
 20 30 の 等に 長 10cm のプラスチック等が混入した

廃棄物 力 が のの 大 し の

し 大 力 とが た た 斜面の安定 す

安 が に大 斜面 安定する が る とが た  

10cm のプラスチック等が混入した A1 安定 の の廃棄物

年 が る た の の とと に

の が の 力 力 ス (Ia)が に

し の 力 1 2 年の の が し の に

が した  

 の Landfill が の 10cm のプラスチック等が混入した に

定 する のの の のた 水 に大 が の廃棄

物 棄等 大 斜面 の のに し の

大 斜面 が し るの とし の の水 の に すると

る  

た の の 10cm のプラスチック等

が混入した に の と に水 の

が に とが た プラスチック等が に水 に し

る とと関 し ると る  
の 斜面安定に関する に 力 に関する に

水に関する に る  
 
(3) に  

とし した と安 力

の 定が とが た   
た に する の の とと

に 力が する とが た   
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第３章 プラスチック等が混入した廃棄物地盤の 
斜面安定性評価 

 

3-1  

  

プラスチック等が混入した廃棄物 の斜面安定性に した が

に るた 力学に の斜面安定性の す 等

する し し るのが る  
廃棄物 棄等 の の

の の 等が 棄 等に する の 等

の 廃棄物 廃特 に と

10 年 る の 廃棄物層の の

が た 28 年 に 23 た に 28 年

に 1,600 の 廃棄物の 棄等が し の に に

の に る が し が る

に プラスチック等が混入した廃棄物 の斜面安定性が とが るに

の安定 と に 1:2.0 斜面 大 る

る のた プラスチックが混入した廃棄物 の斜面安定性 の

斜面安定 に  
に プラスチック等が混入した安定 に 斜面安定性

が の に 性が る に

に プラスチック等の廃棄物 landfill 大 斜

面 が し の る  

したが プラスチック等が混入した廃棄物 に 斜面安定特性 する

と に斜面安定性 する と る のた

のプラスチック等が混入した廃棄物 の大 斜面 た

の 性と水 に関する

動 斜面安定性特性 する た 斜面安定性

し に し する に 安 に る斜面安

定性 する に した研究 とに が のプラスチック等

が混入した廃棄物 す 斜面 の する  
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3-2 廃棄物地盤の斜面  

 

3-2-1 の 廃棄物 の 斜面  

の 廃棄物 棄等 大 斜面 が るの 10
年に の山 斜面 20 30° に斜面 廃棄物が大 棄 た

に 廃棄物層が にす 廃棄物が た

3-1 が 1 るの る  
の 廃棄物の に の G.E.Blight1) が 1928 2000

年に した の 22 の (tailings, coal waste 等) (MSW)の
の大 し る の の が 18

るのに し の 4 と の

に る のが 4 に る のが 1978 年の ( ) 山

の 3 の と た に が る

に し の 水 の 大 に る水に

した のが 3 が た とに る のが 1 と

とした の に  
が の 廃棄物安定 棄等 と にプラスチック等が混入し

る の に に に た の

1 21 の 廃棄物層の し の 3-1 のと

に と た に 3-2に す 大 斜面 が

に 年 し 水工が プ プ 等 の

が た 斜面 15 20° 斜面 が の 定

に と 22 大 水 の の

水に る が に る と に る に

と た とが る  
面 す 面 廃棄物層と 層 の 10

の 廃棄物層が にす る と る 3-2に す の

層 と廃棄物層の のす が水の に し廃棄

物層の 力に る 動力に し に が た に

のクラックが が の とし 斜面 が た

ス 大 の る   
廃棄物層の長 の に る に る斜面 の 性が

る とが るが の ス クラックが した

し ラ の 2)の の ス 300 年 し クラ

ックが る   
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3-1 プラスチック等が混入した廃棄物地盤の 22 の  

1 7 3 6 2 3  
に関 した     

水工の 等 した  12 7 3 
水工の る した  7 12 3 

が 30m る  16 5 1 
層の斜面 が 35° の  7 12 3 

層 が 5° の 斜 の  9 8 5 
層 が た  3 17 2 

面が廃棄物と 層 の た  10 10 2 
が 水工 た  5 0 0 

水 等 水に関する に した  22 0 0 
に大 の が た  14 8 0 

に が た  5 1 16 
た が  5 1 16 

が の  0 22 0 
1) が 30m る 16 と るが が 30m

の に し 性が との関

と  
2) 廃棄物 層の斜面 35° の 7 と 斜面 が 15

20° の  
3) 面 20 の 10 が 層 と廃棄物層の

の 廃棄物斜面の の 廃棄物層が

に する スが  
4) 水工が る が廃棄物層と 層 の た

5 の が 水工 の 水 と との 等の 動 が

る  
5) した 22 の の水が し るが 水に る の

の が と る 14 64% の 等

に る 水 の 水工の の水 等が る  
6) に が した 5 廃棄物層の斜面安定性

るプラスチック等に る が に した とが の に

たとの 研究 の が る 等の に 3-2に

と し に る  
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3-1 が での , August 1998  

  
  

 

 3-2 2005 Koelsch3  
 

West Java province, Leuwigajah の 水 が た 層 1m
の た 層 に た廃棄物 dumpsite 面 6.5ha 斜面

30 45° の の 5 10 60 70m 斜面 30 45° 廃棄

物 が の廃棄物 の た  
landslide 3 の し に し 270 m3 た

の の した た 147
の に 3 に と廃棄物層の の の

水 水 が 力と たと の研究 Koelsch3) る た

の が廃棄物 の に る し が に

が た とし る  

山 斜面 10 の の 層

層 の 20 30 30m の 廃

棄物 棄 10 年 8 月 30 の に 9 月

1 廃棄物が の とと に 2 3 m3

の し と に る に

し た 10 年 9 月の

に 棄が した の るた の

面等の  

 
 

 
棄 た斜面 
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3-2 のプラスチック等が混入した廃棄物地盤の  

  

年  

 

/ 水工 

廃棄物層の 

 

層  

 
 

 

面 
定  

  

  

 
(1998) 

棄 
水工 し 

30m  
20 30° 

10° 廃棄物層と 層

2 3 m3 
層

 
に る 層

( )の  
3-2 

Maputo, Moza- 
mbique (2018) 

 
水工 し 

15m 
30-40° 

 17  廃 棄 物

層  
 4) 

Delhi, India 
(2017) 

 
水工 し 

50m 
30-40° 

 2  廃 棄 物

層  
 5) 

Colombo, 
Sri-Lanka (2017) 

 
水工 し 

50m 
35 60° 

水

 
廃棄物 7 m3

32 
廃棄物

層  
の

 
6),7),8) 

Adidis Ababa, 
Ethiopia (2017) 

 
水工  

30m  
40°  

 113  廃 棄 物

層  
廃棄

物の  
9) 

Shenzhen, 
China (2015) 

 
水工  

100m( 廃) 
20° 

4° 廃棄物 250 m3

73  
廃 棄 物

層  
大 水

の 水 
10) 

Rizal, 
Philippines (2009) 

 
水工  

 
50°  

 
2000m3  

 ス

 
21),22)
23) 

Bandung, 
Indonesia (2005) 

 
水工 し 

60 70m 
30 45° 

5
10  

廃棄物 270 m3

147 
層

  
12),13) 

3-1 
Athens, 

Greece (2003) 
 

水工  
60 80m 

 
 廃棄物 80 m3

 
 水

 
14) 

Payatas, 
Philippines (2000) 

 
水工 し 

34m 
34° 

水

 

廃棄物 120 m3

220
200 800  

廃 棄 物

層  
の 水

 

14),15)
18),24) 

Hiriya, 
Israel (1997-1998) 

 
水工 し 

60m 
45°  

水

 
廃棄物 に

る  
廃 棄 物

層  の ,  
2) 

Bogata, 
Colombia (1997) 

 
水工  

100m 
15 20° 

5° 廃棄物 180 m3

 
水 工

等 
水 に

る 水  
11),19) 

Durban, South 
-Africa (1997) 

 
水工  

60m 
20 25° 

5° 廃棄物 16 m3

 
水 工

等 
廃棄物等に

る 水  
1),9) 

North America 
(1997) 

 
水工 し 

45m 
25° 

55°(
) 

廃棄物

10 m3  
し

斜面  
の しに

る 水  
11) 

North America 
(1996) 

 
水工  

20m 
20° 

5°  廃棄物 10 m3

 
水 工

等 
水工

の水  
11) 

Colerain, Ohio 
USA (1996) 

 
水工 し 

75m 
21° 

2°(
15°) 

廃棄物 120 m3

 
層

等 
に

る 水  
11),15)
18) 

Europe 
(1994) 

 
水工  

22m 
35° 

7 27° 廃棄物 6 m3

 
水 工

 
水 の

層の水  
11) 

Istanbul, 
Turkey (1993) 

 
水工 し 

45m 
45°  

7° 廃棄物 50 100
m3  

27 

層

等 
に る

水  
 

2),5) 

Sao Paulo, 
Brazil (1991) 

 
水工  

100m  
21° 

12° 廃棄物 6.5 m3

 
廃 棄 物

層  
 16) 

North America 
(1989) 

 
水工 し 

20m 
19° 

水

 
廃棄物 50 m3

 
層

 層 
11) 

Kettleman City 
USA (1988) 

 
水工  

30m 
17° 

水 (
25°) 

廃棄物 49 m3

 
水 工

 
水 と

層 の水  
11),17)
20) 

North America 
(1984) 

 
水工 し 

23m 
10 15° 

5°  廃棄物 11 m3

 
層

 
水

層 
11) 



40 
 

3-2-2 での斜面 等の  

の 研究 た斜面 層

が た の が た 22 の 廃棄物 棄等 と 1 の

40 年 に た 廃棄物 の 層 3-3(1)(2) に

る 廃棄物 の斜面 等 3-3に す た の廃棄物の

斜面 棄 クラックの の 3-4に

す 3-3 ると の 16 るが 面 が し

たの 1 の 90° の 面 3-3(3) 大 し

 
に し 斜 の 7 大 3-1 層

面 が した の 4 廃棄物の性 廃棄物層の 面斜

面 に関 大 し る  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
3-3(3) 1mの 面 

が た  

関 C1  

3-3(1) 廃棄物 場    3-3(2) した 

 ( D 現場)での     とした  

安 る 40°の斜面 した

に大 の水が入 したと る の 3
10 2m 20m の 等の廃棄物

の 安 と 30°  

 

廃棄物の  

地 の斜面 が た 

現場  

[  ] : 等  

地 斜地  

1) が ，      

等の 物  
2 2 

[1] 
4 

[1] 
2)10cm のプラスチ

ック等の混入  

9 
[1] 

3 
[1] 

12 
[2] 

3)
 

プラ，  
4 0 4 

4) ，が

プラ等 し  
1 2 

[2] 
3 

[2] 
 

16 
[1] 

7 
[4] 

23 
[5] 

) 等 に , が した  
 

3-3 地 廃棄物 の斜面 等  
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3-4 斜面 が た 法 棄等  

  
1
 

投
    

形 

物 類 

（重量比） 
物の

形状 

プラ等
の

2
 

積

[ 積
] (m) 

面
(°) 

投 量 

(m
3
) 

面 クラックの

状  

H22 

 
平  合 物 

（

等が ） 
 5 45 1,650    

H23 

 
平  

がれき類 類 プラ

スチック類 

（ 物

り） 
 18 30 45    

H12 

(1/3 ） 
平  プラスチック類 が  

（
物等） 

 16 35 13,000    

H12 

(3/4 ） 
平  

がれき類 90% プラ
スチック類 10% 

（
物等） 

 8 30 40 9,600    

H16 

(3/4 ） 
平  

プラスチック類 80%

11% 

（
物等） 

 9 20 55 3,400    

H17 

(3/4 ） 
平  

等 41% がれき類
22% プラ類 21% 

（
物等） 

 17 35 45 123,000  
 

H20 

( ） 平  

プラ類 49% 13% が

れき類 10% 

（

物等） 
 50 30 45 910,000  

 

H22 

 
平  

 

（

物等） 
 20 31 38 50,000    

C1 H23 

試  
平  

46% 類
28% プラ類 16% 

（
物等） 

 18 40 90 54,000  
1m 面

れ  

C1 H24 

試  
平  

プラ類 6% 3% が

れき類 50% 等 35% 

（

物等） 
 11 40 60 9,100  

（60° 面 にクラッ

ク ） 

C3 H26 

試  
平  合 物 

（

等が ） 
( ) 6 34 42 4,000  

H22 

 
平  等   10 40 41 13,000    

H22 

 
平  

合 物（
プラ）  

  7 40 11,250    

H22 

 
平  

合 物（
プラ ） 

  8 35 55 11,250    

H22 

 
平  

合 物（
がれき類 ） 

（
等） 

 6 45 2,500  
( が

) 

B2 H23 

試  
平  

等 85% が
れき類 12% プラ類 2%（

プラ等 ） 

（

分 ） 
× 40 30 1,070,000  

 

H15 

(1/3 ）  
がれき類 プラ類 

（
物等） 

 60[30] 20 30 

18,000 

（
投 ）  

（ 量

） 3-1  

H16 

( ）  
プラスチック類 イ  

（

物等） 
 30 [8] 40 70 

130,000 

（
投 ）  

（ ） 

C2 H24 

試  平  

( 積比)プラ類 50% がれ
き類 13% 

（
物 ） 

 30 24 25 530,000 
 

H17 

(3/4 ）  

81%

19% がれき類 

（
等が ） 

× 10 60 70 7,000  面 れ  

H17 

( ）  
75% が 25% 

（

等） 
× 13 30 50 18,600    

H23 

試   
がれき類 100% 

（
分 ） 

× 40[15] 30 40 

110,000 

（

投 ）  

の 面

 

（ は り ） 

D

物 分  

試  
 

分 （ 状
物は れ ） 

 

（
分 ） 

× 

30 

[

20] 

40   
に

約 10m の  

 

 

   

1) 1  現地 で斜面 等の現地 た   

現場試験 で 面 試験，安 試験等の現場 験 た   

1/3 3/4  の した り ー は 料等によ  

2 プラ等の 2
   10cm のプラ等 り プラ等は が 10cm し し 
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3-3 現場 験 験 

  

3-3-1 験 

(1) と 面  
が の 棄等 と廃棄物性 が した 廃棄物 の 8

年 したプラスチック等が混入した 3-4 ， に した廃棄物層 3-5

の に する とに の す に る安 (Fs)が 0.56 と る

が 定 る斜面 し 3-6 3-7 3-8 た  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  
3-4 験場 現場     3-5 験 面 のた の  

 
3-6 験 (1) 

1
:0
.59

.0
m

の 分の は
に

によ
（1 18 ）

ラに
影

7.0m

した

の

（

り）
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(2)  
 a) 面 と  

5.0m 1:1.0 45° の廃棄物斜面 斜面 1:0.5 63° に し

に 面 面 と 9m の斜面 した の に 6m×1.5m
0.15m 2tの ク の 6 3 した の の

ラ し た  
に に した 面 に 水

の 定した  
ラ した に し の スし

た のが 3-9 る の の とが た  
に に た のの に 等の  

す に る の の 動 た  
の た の が と し 大  

 
 

4.3.9 の  

 

 

       

Fs=0.56 
(φ =38°, =0° 
c =5 kN/m2) 
 

3-7 面 ，  

斜面 9m 63.5° 8.6 kN/m3 
3-8 法 斜面安定 算結  

”GGU-STABILITY VERSION9”29 に る  

 
3-9 の の  

 

1  
4  
7  
10  
13  
18  
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b) 面 面 水 た  
の が と た と 面 し

の す とに した し の 面 に

水 た 1 の 3-10に すと る

の の とが た  
に した 面の た に に

等の し  
水 が る に が た  
水 た たが に 等の し  

 

 
 

3-10 (2) 水  

 
c) 面 の 水  

廃棄物層の 大 の 等 の 水に る が 定

る 3-1 のた 面 す する の と

に の 面 ク に 5m3×2 の 水 等の

した 3-11 に 水 に に 面 水

た のと  
5m3の 水 たが 面の水 が する と 面 水 した  

等 し た  
水 に 面 水 た b) 面 面 水

た 大 たと た のの 水 るの

た に 等の た  
30 に 面 水 たが

1
:0
.59

.0
m

によ
（18 ）

ラに
影

7.0m

重 により 面
面より 平

重

りにより



45 
 

に 等の た  
に 5m3の水 入し 1 に に 面 水

た 水 に た面の廃棄物 面 が に

の しが たが 水 るの た に 等

の た  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
(3) の と  

安 が 0.56 と る が 定 た斜面 し に 面 の

に るプッ 水 の 面 10m3の 水 たが 斜面の

と と た したが の 工学に 斜面安定

に廃棄物層の斜面安定性 し ると た  

  

 
 
 

 
 

3-11 (3) 水 験 

1
:0
.59

.0
m

によ
（18 ）

ラに
影

7.0m

注 重 に
より 面 面よ
り 平 重

りにより

ク ー ー
に 約5m3の
注

面 の

注 た



46 
 

3-3-2 験 

プラスチック等が混入した廃棄物層の の するた に 棄等

C1 3-12 3-13に すと に 層の 0.818m の

に した の 0.875m と

が した のと 廃棄物層に た 力 33.7 kN/m2 る に

し 3-8の の の に 定 面に たと る

40 kN/m2 る た 3-3-3に す関 C1 した た

50 kN/m2 廃棄物層 5m の に のと の 大 力 30 
kN/m2 た 3-17 ) プラスチック等が混入した廃棄物層

の 層 に 30 40 kN/m2 の 力に の に

る た と の した とが る  

た 面に の に する るが 40°の
した と プラスチック等に る が た とに し

る のと る の と 水 等に る の 3-12

の 等 の に る廃棄物層 の ると が

に るプラスチック等の る水 に る

が る とが る  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    
3-12 法 棄等現場 C1 での 験 

の    

 

 
 

3-13 廃棄物 ( 持 ) た 力 

 

40°( 面) 

W=H×L× = 0.818m×0.875m×12 kN/m3 

=8.589 kN/m 
M=W×L 2= 8.589×0.875 2 

= 3.758 kN m/m 

M Z Z B H2 6  
 3.758 (1.0×0.8182 6  
 33.7 kN/m2  

 面 
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3-3-3 試験と  

プラスチック等が混入した廃棄物層 の 層に とし

する のと が廃棄物層の斜面安定性に大 し ると る

の るた に に の の力 す

る し 関 C1 GL-2m した廃棄物

した 25)  
 
(1) 大 の  

した (Koelsch) 3)の にし 廃棄物 し

た に 大 とし の 長 1m 0.5m×2
0.5m とした 3-14  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) の  

 の  
廃棄物 20 kN/m2 3 に 30 面

と 等し 0.95g/cm3 の した 3-15  
 

50 , 100 , 150 , 200 kN/m2 の 4 1mm/min と

した  
  

3-14 試験 の  
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(3)  

の す 3-16に す の プラスチック等が が

力に し プラスチック等が した とが る  

3-17に 力 関 す 3-17

力 関 力 に し るに

力 する が大 力の ク に が

ク す た 関 す の に

し が大  
に 3-17 力の ク とし 関

た のが 3-18と る 3-18 関 関 に る

と に し ( の )と に する ( の )が する

とが る  
の る  

tan+=
T
cT   ---------------------------- (3.1) 

T :  
cT : 力 ( に し ラ ) 
 :  ( に する ラ ) 

 3-18 c =  kN/m2 = と る  
 
  

  

3-15 試験 試     3-16 試験  
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3-17 試  

力 - 関  

0

10

20

30

40

50

60

70

80

0 20 40 60 80 100 120 140

= 50 kN/m2

 = 100 kN/m2

 = 150 kN/m2

 = 200 kN/m2

     

Te
ns

ile
 S

tre
ss

 ( 
kN

/m
2  )

Tensile strength 
parameters 
cT = 10.3 kN/m2 
 = 18.2° 

3-18 試  

- 関  



50 
 

3-3-4 強度の 方性と水 量との  

10cm のプラスチックが混入した関 C1 た の 面

プラスチック等の 層 と の 面 と に

にした ( 3-19 )と 90°の した ス 力の

た( 3-20) の 90°の た に 15% 力が した  

 廃棄物層 プラスチック等が水 に に し るた 廃棄物層の 面

ると 面 の水 に プラスチック等の と

が の が に 定面が に

が す( 3-19) したが が プラスチック等 た

層 る 面が に に のた

斜面が安定すると る  

 に 3-20 の 水 スの 10% 50% に水が る

のた と る にした 力が 12% した  

 の水 に る の 等 水 の に

廃棄物層 大 が る と る  

 プラスチック等が混入した廃棄物層の 性と水 に る

が る とが る  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-19 強度の 方性 

 

 
3-20 プラスチック等の方 ，水 量と 強度の  
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3-3-5 性 試験 

 廃棄物層の 性 するた に 10cm のプラスチックが混入した廃棄物

A1 の た 動 た 26) 3-21に の

3-22に の す 物 の 性 するた に 定 し

の に する 定するた に と 8 の した

廃棄物層 層 10cm の

5.3kg のラ 15
した 1.14g/cm3 動

入力 5Hz 5
200gal 1000 gal

した  
 

 

 

 

 

 

400gal した の の 定 の 3-23 に す 入力 と

し る の 定 動 し る

に し に 定 た に した と の

入力 大 す た 廃棄物層 が に 動し

る とが る  
3-24 に A1 に る 動 す 廃棄物 の

力 し に し 水 が し た 10cm のプラスチ

ック等が混入した廃棄物 水 が 1 る

に 等に する水  
 物 に る 定 に す  

 

3-22 動 験の  3-21 動 験  

 

----------------- (3.2) 
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3-23 定結 の 度  
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 力が 定 と

し と の に

が 定 る  
 力の

90 の た

27) に る 動 の とし

 
 の と物 (3.2)
に る 定の の

3-25 に す 90 の

の ク 51°
た 水 が 0.2 のと に 定 と が するが 水 が大 る

と 定 が に大 る したが の る 0.12~0.24
の 力の に し 物 に る 定 が

る 廃棄物 の 動 と 定の 3-26に す

廃棄物 の 面 た 42.5° た

の 定 の水 に 大 す プラス

チック 廃棄物層が 力 に ると る し に

し るた ると る  
 の に 廃棄物 の の斜面安定 等の安定 に

る に る とに 安 に する とが る

と る  

 

 

 3-24 A1現場試 動 験結  

10cm のプラスチックが混入  

3-25 の 動 験結 と地  

水 の算定結 の  

3-26 廃棄物試 の 動 験結 と 

地 水 の算定結 の  
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3-4 プラスチック等が混入した廃棄物地盤の斜面安定性  

 
MSW の 層の斜面安定 に の研究 に

の 工学 る 面 の 2 の す 等 に

斜面安定性 するた の研究が る し し 研究 した

の に 力と 力 た す に プラスチ

ック等が混入した廃棄物 の の斜面安定 た  
プラスチック等が混入した廃棄物 の斜面安定性 に するた に

研究 に た廃棄物層特 の する が

した に る  
 

3-4-1 斜面安定 法 

す 3-27 に す に の 面 定し 斜面 に

スラ スし し に に る に 3-27

の 面 面 の力の る ス の力

の る ップ 水 の力の る

の が する 廃棄物層 水 とし が

と 3-27 の の 面に 水 力 H1 H2 の に る が る

水 の力の る が に る が

大 る のた 廃棄物層 H1 H2 に関 の力の とる

ップ が する に ップ とに したと の

す  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
3-27 法 斜面のスラ スと 力 
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安 (Fs) す 面に 斜面が に る に 定

る と定 し 安 した 力 すと  
    (1/Fs)T = T    

に 安 Fs の  
          T 面 面 の 力(kN/m) 

 
ップ に の力の とると  

N cos + T sin =G +V1 V2   
し V1 V2 0 と と  

N (G T sin )/ cos   ------------------ (3.3) 
   に N 面 面 に 力(kN/m) 
       G の (kN/m) 
       V1, V2 の 面に 力(kN/m) 
       面の と O と の す

面 (°) 
面に (T) すると   

 T = c l  N tanφ  (Z) l    ---------------------------- (3.4) 
    ( )   ( )      ( ) 

     に c 面 等 るク に る 力(kN/m2)  
        φ 面 等 るク に る

(°) 
       (Z) 面に 力(kN/m2) 
       面の長 (m) 

 (3.3) (3.4) に 入し (3.5) が る  

= 𝑐𝑐 ( )    
 

    b の (m) とす  

= 𝑐𝑐 ( )      --------------------------- (3.5) 

安 の (3.4) と の の O の の の

る(3.6) る 安 (Fs) と (r)
し とに が 大 安 が と る る とに 定 る  

  =
Tir

iGir sin
   ----------------------- (3.6) 
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3-5-2 の 方 

(Koelsch 3),28) のと に る に する

物等が水 に し し るた 力 水 に と

力 3-28 のと に る  
 
 
                                             
                       
                       

                                            
 
 
 
 
 
 
 
 

面に 力 z の に 力 Z に る 力 z に

R(z)が る  
 (z) z R(z) 
      Z sin cos + z tanφ 
   Z sin cos + Z sin2 tanφ 

Z sin cos +sin tanφ   ----------------------- (3.7) 
(3.7) 面に 力の 面の に 性 す

とが る 性 るた に 大 力との とると  
 (z)/Z sin cos +sin tanφ   -------------------------- (3.8) 
(3.8) プラスチック等が混入した廃棄物 の る φ 40°と φ

35°のと の したのが 3-29 る 面が 60 力

の クに る  
面とプラスチック等の の す が 60 のと に が

大に る と Jonathan D.Bray30) に の に る 面

る  
  

 

z 

Z  

z 

P 

 

G 

 

b 

力 P とす  
面に 力 Z P A 
の 面 Z Z sin  

面に  
z Z cos Z sin cos  

面に 力  
z Z sin Z sin2  

 

(Z =P/A) 

 

3-28 面 力 
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(3.8) に る の の 等に関する研究

とに 力の 性 す(3.8) 3-29 の sin(1.5 )と
関 と し (3.7) のと に た  

(z) Z a sin(1.5 )    ------------------------- (3.9) 
 に  a 力の 性   

力の 性 (a ) 3-29の sin(1.5 )と の 力との φ 35°
40 の の(3.8) の との ク( =60°) 4% 6% る の

に が と し のと に る  
(z) Z sin(1.5 )    ------------------------------- (3.10) 

力 Z の のと に る  
Z =G/b tan   Zmax  -------------------------  (3.11)  

  に G の (kN/m) 
      b の (m) 
            Zmax る 大  (kN/m2) 

 
3-3-3 試験と Z cT tan  した 26)

の cT に し と に の た に

る の 性が 面 等 るク の c 力 と

の のと し (3.11) し る  
 

 

 
 

 

3-29 面の た 力の  
 

(z)/Z 

 

力
の

性

 

面の   
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(3.10) と(3.11)  
(z) G/b tan sin(1.5 )    --------------------------- (3.12) 

(3.12) (3.5) に 入し (3.13) の の が る  

= 𝑐𝑐  ( . )
   ---------------------------- (3.13) 

 

3-4-3 の 方性 

の の の 性  (3.13) に 定 が

る関 C1 の る がプラスチック等と水 ス

( =0°)と ス( =90°) すると  

(3.13)  b( )=1m (安 の )=1 と と  

0° 𝑐𝑐 = × 54.7 kN/m   

 90° 𝑐𝑐  ( . × ) 

       = × × × 64.0 kN/m  

  
 T(90°) T(0°) 64.0/54.7 1.17 

  G 3-20の の 力と 50kN/m2 5m に  
    c, φ, 関 C1 の  
 

プラスチック等の に 90°の した 水 の

に が 17% と る 3-20 に した と の

た の T(90°) T(0°) 15% と の

る の と (3.13) の が のプラスチック等が混入した廃棄

物 の 性に の 性の面 る とと 性

に(3.13) の 3 の に し る とが る  
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3-5 斜面 定した斜面安定性  

 

 長斜面に る斜面安定 3.30 のと に 斜面 定し の

る の に プ ラ に る が のた の

斜面安定性の るのに る  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

N G cos   b H cos   ----------------------- (3.14) 
TG G sin   b H sin    ----------------------- (3.15) 
 に N 面に 力(kN/m) 
     の  
      b の (m) 

H の (m) 
廃棄物層の  (kN/m3) 

TG 面に 動 とする力 (kN/m) 
面の 力(T ) (3.4) と(3.12)  

  T c l N tanφ (Z) l  
   c l G cos tanφ G/b tan sin(1.5 ) l  ----------------- (3.16) 

安 と に定 す TGと T る  
 TG T   

 Fs =(1/ )= T TG   (3.15) と(3.16) 入し  

 ( . )
   -------------------------- (3.17) 

 ( )    ( )    ( ) 

プラスチック等が混入した の c ( 力)が と

が るた c す (3.18) のと 安 (Fs) 面 定し

  

H 

 

G 

N 

T 

3.30 斜面 算法 



60 
 

(φ) ( )と斜面 ( ) に る とが

る  

 ( . )
   ------------------------------------- (3.18) 

     ( )    ( ) 
 

 

3-6 斜面安定性 と 方法の 性 

 

斜面安定性が に に ラ る 10 に

す ップ C す 面 定 斜面安定

た した (3.13) に プ ラ

に”GGU-STABILITY VERSIN9”29) した た (3.17) (3.18) の に

る 長斜面 に る安 の た  
 ( )等の の 定 が に

3-5 に す 定 た  
 

3-5 強度定 が 場 た 定  

プラスチック等が混入した地盤  

ラ  算で た 定  
< > /Toolkit 

Landfill Technology の 3) 

c 
力  

c = 3 kN/m2 

の  
c 10 kN/m2 

φ 
( ) 

φ = 安 (36° 45°) 
の に

が 等が

が大  

の  

 φ = 25° 30°  
物

 
φ = 30° 35° 

 
( ) 

=18°(関 C1 ) 
 

が  
安 の 定

3-8  

の  

 =25° 35°  
物

 
=10° 14° 

 
斜面安定 3-6の 3-31 3-40に す   

定 に 面 φ し し

た が る安 に る 安 φに た c 力 に

の た の の c =3kN/m2 の

し 関 C1 の 18 した

た し が に 安 定し
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た 3-8 た  
3-31 3-40の ップ に る にクラック

が し る 安 が たす 面 が の 面 クラッ

クが る に し る の クラックが し る

の安 が る と の し ると る

したが の が のプラスチック等が混入した廃棄物 の 性が

とが る  
に 長斜面 に る安 の 3-6 る 斜面 の

定面 る廃棄物層の る との る C
力(c) し 斜面 る(3.18) に た ると c の

が大 E と が c の が大

と に に る に した た た 山斜面 のす 定

し (3.17) に した C と の た したが

力(c)の が が のプラスチック等が混入した廃棄物 斜面の安

る とし (3.18) に る 長斜面 が の る

た 斜面 のす る に (3.17) に

安 る とが ると る  
に ると 3-31 の の るた 関 C

る =18° た の斜面安定が た 安 =1.01
3-32 の関 C た ( =18°) る とに

斜面が る 安 =1.08 と る 3-33の が

にクラックが入 る C1 =18° たと の

の安 1.2 る 3-6 が に安 定した

=5° たと の 3-33 安 1.2 た が

プラスチック等と 等の の が に

る とが ると る  
3-34の C2 す 面が水 に と 安 に の

し =18° 安 3-35 の

C す 面 層 としたと の安 が した斜面 の廃棄

物層 山 のす に する が る とが る 3-36 の関 B1
等が に 面 の た 力

安 が る 3-37 の関 D プラスチック等が と 混入し

=0 し のす 面が安 1 る 3-38

の E 斜面が安定し る とが る 3-39 の

層 が の安 性が 水

性が る 3-40 3-7-5 する  



62 
 

3-6 斜面安定 結  

  

  棄  廃  廃棄物  

 関 C1 C1 C2 C 関 B1 関 D E  ス ラ  

プラ等の         5cm    

( 面)    面 30°の斜面      

クラック し し クラック  し 層  し 層  し  大  
斜面  (°) 63 90 ( ) 60 24 25 30 30 40 40 40 35 60 

安  (°) ------- 50 45 45 44 40 36 40 36 41 37 

水  (%) 42 31 13 17 23 31 14 40 72 59 

ス  (Ia) 4.0 6.3 3.6 4.6 10.0 13.3 6.7 4.5 5.8 5.2 4.5 

 

(kN/m3) 9.5 12 12 7  14 18 
( 層) 14 11 11 10  

( 定 ) 11 4 

c (kN/m2) 5 3 4 3 3 60 70 3 11 3 ( 定 ) 10 4 

φ (°) 38 46 51° 45° 
( 安 ) 45 0 0° 36°  

( 安 ) 47° 36°  
( 安 ) 36 41 

Fs ( ) 0.56 1.2 0.31 1.2 0.96 1.2 3.13 1.2 1.92 1.20 1.14  0.93 1.2 3.45 1.20 1.22 1.2 0.68 
Fs ( ) 0.40 1.2 ( ) 0.71 1.2 2.19 1.2 1.88 1.15 ------- 0.87 1.2 1.28 1.20 0.87 1.2 ------ 

 

(°) 18°( 定 ) 18°( ) 18° [5°] 18°( 定 ) 
物等

し 
物等 

し 
物等が

し 
物等 
し 

18° [13°] 7 9 

Fs ( ) 1.01 1.2 1.08 1.2 1.45 [1.10] 3.45 1.2 1.64 [1.51] 0.82 
Fs ( ) 1.20 1.2 ( ) 1.46 [0.92] 2.71 1.2 1.34 [1.27] ------ 

に

の  

=18
る と

安 が大

に し

の斜面

た  

の

る

と Fs>1
と

が と

た   

クラックが

し

5°
とした

に安 が

1.0 に

に

 

に る

φ=47°
る 45°(
安 ) φ
に

し 斜

面 安定  

山

のた

廃棄物層

山

のす の

安 が

 

廃棄物層が

に

面

の

に た

た 安

定性  

に

安

た に

斜面

し(Fs<1)
面

た  

るが

が大

斜面が安定し

る と

が

た  

の 50°
の 面 層

が

水

が

性が る  

廃棄物層 4
層に c, 
φ , 定

層の

の c, φ
る と

し 面
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Fs=0.31 
(φ =46° =0° 
c =3 kN/m2) 
 

Fs=1.08 
(φ =46° =18°)  
c =3 kN/m2) 
 
 3-32 法 斜面安定 結 C1現場 11.5m  

し  

 

   

Fs=1.01 
(φ =38° =18° 
c =5 kN/m2) 
 
 

Fs=0.56 
(φ =38  =0° 
c =5 kN/m2) 
 

3-31 法 斜面安定 結 現場 9m  

 し  
 

 

の に

クラック  

 

3-33 法 斜面安定 結 C1現場 11m  

   

 

の

に 面

 

     

Fs=0.96 
(φ =51° =0° 
c =4 kN/m2) 
 
 

Fs=1.10 
(φ =51° =5° 
c =4 kN/m2) 
 
 

の に

クラック
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3-35 法 斜面安定 結 C現場 40m  

 

 

        3-36 法 斜面安定 結 B1現場 40m  

  

面 定し斜

面 の安定性  
Fs=1.92 (廃棄物層) 
(φ =45°c =3kN/m2) 
Fs=1.20 ( 層 ) 
(φ =0°c =60kN/m2) 

 

Fs=1.14  
(φ =0 c =70kN/m2 ) 

 

に

斜面の

面  

ク  

           
3-34 法 斜面安定 結 C2現場 30m  

し  

 

 

 

Fs=3.13 
(φ =45° =0° 
c =3 kN/m2) 
 

Fs=3.45 
(φ =45° =18° 
c =3 kN/m2) 
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Fs=0.93 
(φ =36° =0° 
c =3 kN/m2) 
 

3-37 法 斜面安定 結  

D現場 20m  

Fs=1.22 
(φ =36° =0° 
c =3 kN/m2) 
 

3-39 法 斜面安定 結 現場 6.5m  

    

 

Fs=3.45 
(φ =36° =0° 
c =3 kN/m2) 
 

3-38 法 斜面安定 結  

E現場 3m  
 

と 面  

層 が  

Fs=1.51 
(φ =36° =13° 
c =3 kN/m2) 
 

 
 

の 3-7-5に す  
3-40 法 斜面安定 結 ス ラ 現場 48m  

 

現 
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3-7 安 試験 斜面安定性の 評価 

 

3-7-1 安 と斜面安定性の  

 3-7 に の 2-4-5に した安 の 安 安

と斜面 斜面の 等の の す 3-7

が ラッ 斜面 が 安 の に 斜面 クラック し

とが る  

 したが 安 プラスチック等が混入した廃棄物 の斜面安定性

に るた の 安と ると る  

 

3-7 現場での安 試験結 と斜面 地盤  

 

  

堆積
時間

限界
安息

停止
安息

年 角 ° 角 °  °

東北A1 **プラ54%, 陶磁器がれき等45% 3.8 51 41 27 安定 Slope
プラ7%, 土等43%, 陶磁器類44% 0.1 42 36 27 安定 Flat
プラ6%, 土等66%, 陶磁器類18% 15.0 46 40 27 安定 Flat

0.0 51 40 27 安定 Flat
0.9 49 44 27 安定 Flat
1.8 46 40 27 安定 Flat
8.0 56 44 27 安定 Flat

プラ17%, 土砂43%, がれき類28% 15.0 51 43 27 安定 Flat
中国A プラ6%, 土等59%, 陶磁器類30% 0.3 46 38 27 安定 Slope
関東C1 プラ16%,土陶磁器等74%,金属4% 10.0 60 50 90 表 Flat

プラ6%, がれき類50%, 土等35% 1.5 53 45
(頂上部)上記よりプラスチック多 1.5 58 52

中部C2 **プラ50%, がれき等13% 13.0 55 45 25 安定 Flat
中部C3 がれき類主体（プラ少） 0.5 42 36 36 安定 Flat

上海GL-1m プラ22%, 土陶磁器等29% 7.0 --- --- 安定 Flat
上海GL-3m プラ9%, 土陶磁器等52% 7.0 --- --- 安定 Flat
ジャカルタ 生ごみ（果実殻等）, レジ袋等 0.2 55 36 40 れ Flat

トルコ **生ごみ49%, 容器包装24% 0.6 47 36 25 安定 Flat
スリランカ プラ20%, 繊維類18%, 土等53% 10.0 48 40 35-60 Flat

5.1 50 42
関東B1 プラ8%, 土等73%, がれき類10% 0.1 42 40 30 安定 Flat

プラ13%, 土等78%, 陶磁器類5% 0.1 38 34 安定 Flat
プラ1%, 土等65%, 陶磁器類30% 0.1 38 36 安定 Flat
土等80%, がれき類14%, 木6% 0.5 45 40 40 安定 Flat

0.2 41 38
燃え殻 0.8 40 36

ばいじん 0.8 38 36
関東B2 土・燃え殻等85%,がれき類12% 12.0 --- --- 30 安定 Flat
東北C がれき類等（土砂分主体） 10.0 37 35 27 安定 Flat

九州C中腹 がれき類等（土砂分主体） 9.0 50 44
九州C頂上 がれき類等（土砂分主体） 12.0 --- ---

焼却灰等（土砂分主体） 40.0 40 36 40 表 Slope
12.1 41 37

現場
　 面   地盤

Slope
(30°）

Flat

Flat

63

60 クラック

クラック

安定

30

27

27

10cm
以上の
プラあり

安定型
処分場

関東A1

中部A1

プラ14%, 土砂57%, がれき類25%,
ゴム皮革1%, 金属類1%,

その他2%

不法
投棄

中部C1

海外
埋立地

平　　　均

区　分
現場
種類

現場名 主な組成（重量比）

プラ
なし

管理型
処分場

東北B

不法
投棄

一廃処分場　関西D

平　　　均

10cm
以下の
プラあり

管理型
処分場 中部B

震災仮置場　東北E

平　　　均

　注）　主な組成の「**」は，搬入記録による値．(他は組成分析による値）
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3-7-2 安 験 

 安 る 安 と斜面 の関 る と に の

の に る 斜面 等の た  
(1) E の  

の 安 が 40° る 廃棄物 の 面 ッ

ク の ッ に 40°の 面 の し と が 200mm
するとと に 20mm の しが たが 等 る 面

た 3-41 3-42  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
(2) C1 の  
安 の ッ し と プラスチック等が

3-43 廃棄物の山が が 300mm し の ッ

すると 100mm する が た た プラスチック等が

3-44 の と た  
の し 廃棄物が る た  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   
3-41法 の ッ ( E) 3-42 (200mm 沈下，20mm し) 

 

      

 
 
 
 

3-43 方 の 験 

C1 プラスチック等  
3-44 方 の 験  

C1 プラスチック等  
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(3) C2 の  
安 とし 45°が る廃棄物 斜面 が 安

の 40°と 安 の 60°の廃棄物の山 1.5m し ック に 山

の したと 40°の に るの たが 60°の
した したが 廃棄物に 安 が安定斜面 の

と る と した  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(4) 安 に の  

3 の に る 安 の の 安

の斜面 の 斜面 が と した た

C2 安 の する山 の に

が る と した  
安 が斜面 る に る の が

斜面 に 安 が安定斜面 の と る とが

た  

  

   
3-45 60°, 40°の試験 の   3-46 した と た  
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3-7-3 安 試験 た斜面安定特性 

安 に したのが 3-47 3-48 る  

プラスチック等が混入した廃棄物層 3-47の にプラスチック等に る

の に 斜面安定すると る 安 の

し が た が に し の の斜面 が 安 と

る 安 に し し と 3-48の に 斜面 が

等の 物が る に が 安定 す 安

と る のと プラスチック等 が の に に

と 斜面が ると 斜面 と

力(c)に る のた 2-6-2に した に 力が と

c 5 kN/m2 に 安 と 面 に る

(φ)とが する のと る  

 

 

  
 
 
 
 
 

3-47 斜面 と 力の 現  

 

 

 

 
  
  
 
 
 
 

3-48 の ， 力 が 安  

  

プラスチック等に る に 斜面 る 

安  

安  

安  

層 安 の し すると

プラスチック等 が 等の に

が 安 する 

とした

が  

力に る が  

プラスチック等と

の と の  
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3-7-4 安 と 安 の 定 

  安 の 3-47 3-48 の にプラスチック等が混入した廃棄物

安 と 安 の したと の と る とが

る に の 3-7のと にプラスチック等

安 と 安 の 大 る  

  (3.18) の 長斜面 に る 力 したと の斜面安定

ζ とし る  

cossin
)5.1sin(tan

tan
φtan

=Fs    ---------------------- (3.18)  

    に Fs 安  
        φ °  
        斜面 °  
        °  

  斜面 が 安 ( c)のと Fs 1.0 (3.18) (φ)
安 ( R) と と の に ( ) する とが る  

CC

C

C

R

αcosαsin
)α5.1sin(tan

αtan
αtan0.1 =  

)
αtan
αtan-(1

)α5.1sin(
αcosαsintan

C

R

C

CC
=    ---------------------- (3.19)  

 (3.19) た 3-8に す の 10cm のプラスチック等が混入

した の ζ( )の 7° の プラスチック等の混入 が  

の 10°と 大  

安 の 安 と 安 (3.19) に る

に す の 関 C1 た の =18°

る  

のた (3.19) る が

に安 する に と る   
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 3-8 安 ， 安 の試験結 と 算定結  

 

堆積
時間

限界
安息角

停止
安息角

c
角

年 c　( °) 　( °) ( °)
　( °)

東北A1 **プラ54%, 陶磁器がれき等45% 4 51 41 10 8
プラ7%, 土等43%, 陶磁器類44% 0 42 36 6 6
プラ6%, 土等66%, 陶磁器類18% 15 46 40 6 6

0 51 40 11 9
1 49 44 5 5
2 46 40 6 6
8 56 44 12 9

プラ17%, 土砂43%, がれき類28% 15 51 43 8 7
中国A プラ6%, 土等59%, 陶磁器類30% 0 46 38 8 7
関東C1 プラ16%,土陶磁器等74%,金属4% 10 60 50 10 8

プラ6%, がれき類50%, 土等35% 2 53 45 8 7
(頂上部)上記よりプラスチック多 2 58 52 6 5

中部C2 **プラ50%, がれき等13% 13 55 45 10 8
中部C3 がれき類主体（プラ少） 1 42 36 6 6

5 50 42 8 7
上海GL-1m プラ22%, 土陶磁器等29% 7 --- --- --- ---
上海GL-3m プラ9%, 土陶磁器等52% 7 --- --- --- ---
ジャカルタ 生ごみ（果実殻等）, レジ袋等 0 55 36 19 13

トルコ **生ごみ49%, 容器包装24% 1 47 36 11 10
スリランカ GL20m プラ20%, 繊維類18%, 土等53% 10 48 40 8 7
スリランカ GL30m プラ27%, 繊維類16%, 土等57% 5 51 41 10 8
スリランカ GL40m プラ25%, 繊維類26%, 土等49% 3 48 37 11 10
スリランカ GL50m プラ37%, 繊維類24%, 土等39% 1 47 37 10 9

4 49 38 12 10
関東B1 プラ8%, 土等73%, がれき類10% 0 42 40 2 2

プラ13%, 土等78%, 陶磁器類5% 0 38 34 4 5
プラ1%, 土等65%, 陶磁器類30% 0 38 36 2 2
土等80%, がれき類14%, 木6% 1 45 40 5 5

0 41 38 3 3
燃え殻 1 40 36 4 ---

ばいじん 1 38 36 2 ---
関東B2 土・燃え殻等85%,がれき類12% 12 --- --- --- ---
東北C がれき類等（土砂分主体） 10 37 35 2 ---

九州C中腹 がれき類等（土砂分主体） 9 50 44 6 ---
九州C頂上 がれき類等（土砂分主体） 12 --- --- --- ---

焼却灰等（土砂分主体） 40 40 36 4 ---
12 41 37 4 ---

　注）　主な組成の「**」は，搬入記録による値．(他は組成分析による値）

10cm
以下の
プラあり

管理型
処分場 中部B

震災仮置場　東北E

平　　　均

プラ
なし

管理型
処分場

東北B

不法
投棄

一廃処分場　関西D

平　　　均

区　分
現場
種類

現場名 主な組成（重量比）

10cm
以上の
プラあり

安定型
処分場

関東A1

中部A1

プラ14%, 土砂57%, がれき類25%,
ゴム皮革1%, 金属類1%,

その他2%

不法
投棄

中部C1

海外
埋立地

海　外　平　均

国　内　平　均
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3-7-5 安 試験 等 た斜面安定性評価 

(1) ス ラ の  
 2017 年 4 月に大 斜面 が したス ラ ッラ Meethotamulla

廃棄物 に 安 に る 等 た斜面安定 と

研究 した の に の た  
ッラ 4km の

に し 1990 年 に 廃棄物 が

大 48m 廃棄物が 3 100mm の の 2017 年 4

月 14 に大 斜面 が した 3-49 斜面 廃棄物層 斜

面が に する に た 斜面 に 廃棄物が たとと

に のスラ と 3m が に る 等

の が た 3-50  

ス ラ 研究 National Building Research Organization NBRO の

廃棄物の の に 廃棄物層の が 大し 廃棄物層 の

層 す が た とが斜面 の と たが NBRO 廃棄物層の

に た た と NBRO

する と に 大 山脇 7),8) が廃棄物層の 斜面安定 た  

 廃棄物 の と斜面安定性との関 るた に の 斜面

10m ッチの 4 た 3-49  

 
(2)  

3-49 に した 4 現場 度試験（一面せん断試験，キャスポル，安息角試験，現

場密度試験，現場空隙率試験，組成分析）を た． 
この ，せん断 度を る一面せん断試験（ 3-51）に い は試験時間を するこ

と GL.20m のみで実 し，一面せん断試験 果と一定の 関があることが分 いる

キャスポル（ 3-52），安息角試験（ 3-53 3-54）と，現場密度試験，現場空隙率試験，組

成分析（ 3-55）を GL.20m，30m，40m，50m の 4 で た．  

 
3-49 斜面 した ッラ廃棄物 場と試験場  

Left photo by National Building Research Organization (2017 4 ) 
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(3)  
a) 廃棄物層の  
 廃棄物 水 の 3-9に す

が し 層 が が が大 た 水

が るた の の の 2 5 と に の

が 層 る  

3-9 現場試験結 ， 度，  

試験場  量  度 水   

 GL.20m 
プラスチック 20% 18%  

9% 1.8cm ( 等)53% 1.08 g/cm3 59% 15% 

 GL.30m 
プラスチック 27% 16%  

9% 1.8cm ( 等)48% 0.92 g/cm3 81% 18% 

 GL.40m 
プラスチック 25% 26%  

9% 1.8cm ( 等)40% 0.88 g/cm3 100% 14% 

 GL.50m 
プラスチック 37% 24%  

3% 1.8cm ( 等)36% 0.42 g/cm3 95% 60% 

  水 NBRO に る  

 

b) 廃棄物 の 強度 
 面 に る廃棄物層の 力(c) (φ) ス (Ia) 安

に る 安 ( c) 安 ( r)の 定 と に した Iaと cの 関

rと φの 関 (3.19) に る ( )の 定 3-10に す  

    
3-50 斜面     3-51 面 試験      3-52 ス  

                               GL.20m            GL.50m  

    
3-53 安 試験      3-54 安 試験      3-55  

GL.30m          GL.50m           GL.50m  
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GL.20m の 面 に る c φと ス 安 に る 定

が と GL.30m 50m の c φの の に る 定

る とが る た 層 定した c φ が大 の とと に が

が し る とが る  
 

3-10 現場試験結 と強度定 の 定  

 

 

(4) た斜面安定  
 3-10 の 定 た の 斜面 とした斜面安定 の

3-56に す たす 面 の 面に し るとと に

安 0.91 す が る と る た NBRO の と に

層が 面に る  

 層等の の 定 に NBRO に る の た  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ス

c  (kN/m2) φ  (°) Ia
r 　 (°) c 　 (°）

c *
 (kN/m2)

φ **
(°）

 ***
(°）

GL.20m 10 36 5.2 48 40 6 38 7
GL.30m ---- ---- 4.9 51 41 5 39 8
GL.40m ---- ---- 4.6 48 37 5 34 10
GL.50m ---- ---- 4.5 47 37 4 34 9

注1）　*    　 2.7Ia - 7.8  ( 2-14より）

注2）　**  　φ 1.3 r -  ( 2-17より）

注3）　*** 　表3-8より

面 試 試

 

  

算 安  

Fs 0.91 廃棄物  

廃棄物  

廃棄物  

廃棄物  

 

水  

算 面 

斜面 35° 60° 

 

by GGU-stability Ver.9 

  

3-56 安 試験結 等 た斜面安定 結 ス ラ  
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3-8 が のプラスチック等が混入した廃棄物地盤での斜面 の  

 

の が のプラスチック等が混入した廃棄物 特 の

する と等 の に が大 斜面安定性が

とが た 安 の の 斜面 が 安

の に 斜面 層 等の た 3-7 た し

水 に に が し 3-20 の ス

斜面 の スクが る とが た  

の斜面 ると が のプラスチック等が混入した廃棄物 斜

の 大 に大 が し る 3-1 斜 の

の と に 廃棄物 した た に

が に る と 斜面安定性 斜 が斜面

に する 等 廃棄物層 山層が の に 山層

のす に 廃棄物層 がす る ス る た した

水が大 に廃棄物層に の水 が 面と た 廃棄物

の 3-3(1)(2) 等 水に関 し る  

の 安 る斜面 する の

層 に る  

の の大 るが の

に る大 の水 が る ス 等の

の が の安定 棄等 の に 水 が

た に る とし る と 大 る  

た し 3-3-2に した の に 斜面 した 等 の

た に 廃棄物層 が に る の 面

斜面が する 性 る  

が の安定 棄等 の プラスチック等が混入した廃

棄物 定す 斜面 とし に す の が る  

安 る 斜斜面 の 層 3-57  

等の 斜 に した廃棄物層の大 等に る大 3-58  

層 が とに したす 3-59  

廃棄物層 の水の に したす 3-60  

等の水 等に る廃棄物層 のす に 3-61  
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安 斜斜面での 斜面 の安  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 
斜面 安 安定するた 安 た た

し 安 に とする 斜面 の に にクラックの が 大 に

したクラック とし が る の ス 大 の が

る の ス に 安 に 層 斜面が長大

大 に が  
 

地等の 斜地 した廃棄物 の 等  

廃棄物層が 山  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
廃棄物層の 廃棄物層と の のす が と

大 が と る大 斜面 の大 の

1 し る の ス 斜面 の物 のす と に

す と廃棄物層 面の斜面 と と 関 が の

斜面 と 関 が る  

クラックの  

安 る斜面  

安 と る 

 

大 に

る廃棄物層の

 

廃棄物層 

 

3-57 安 斜面での  

3-58 地等の 斜地 した廃棄物 の 等  

 
斜面 で法 た 

クラック 

層  

の 棄の場

，  
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地盤 下 が と した  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
廃棄物層の 山 の が に

する 斜 の斜面 山 の が に る  
 に に た が る が る  
 
廃棄物 の水の 浸透 した  

 
 
 
 

 
 
 
 

 
   
 

の に 廃棄物層に に水が に 水 に大 水

が 水 に た が る の し る とし 40 年

の 廃棄物 の斜面 の に に た ク の

が し 水した 水が廃棄物層 に入 の とした

層 が た が る の プラスチック等の混入が

の プラスチック等 の に 水が に た と に

が た 性が る  
 

 

した

等 の 水 入 

3-60 廃棄物 の水の 浸透 した  

3-59 地盤 下 が と した  

水 に た  

 
とした  
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等の水 ， の 廃棄物 での  

 
 
 
  
 

 
 
 
  

 
   
 

 
等の 等の の水 廃棄物が

た に し る廃棄物層 のす の に

の 面に 大 斜面 が る る の に大

に が したと る が が

のプラスチック等が混入した廃棄物 安定 棄等 等 に の

水 廃棄物が と とと た の た

に が に  
た し 3-61の に の た に

の 廃棄物層 の が する 性 る  
  

3-61  等の水 ， の 廃棄物 での  

 

の  

 

等の 水物 
 

大  

，

の 等 
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3-9 斜面安定性評価 の  

 

3-9-1 水 ，地 力 

 廃棄物層の 水 (3.13) (3.18) し プラスチック

等が混入した の 水性が 水の 性が た る

のた の 水 等 の に

水 の が る の 等 水が とが 定

る 等に の す の 水 の が る

等の 工 工 ( ) 等 にし

水 るとと に (3.13) (3.18) に 水 の する が る  

 に プラスチック等が混入した廃棄物層が した 研究

し とに 3-3-5 に した 動 の の に

の斜面安定性 のと る の とし プラスチック等に る

に 挙動 す とが る 動に する安定性

に とが るが 等に の研究 る  
 

3-9-2 プラスチック等の強度  

廃棄物層に プラスチック等に し るた 長 に プラスチ

ック等の とと に する とが る 廃棄物層の長

定 に す と るが のた 3-62に Zmax
たと の安 した  

廃棄物層 長 に た が 50°C る と し に

るプラスチックの が る プラスチックの に る る とし

るプラスチックの に の 廃棄

物層 の ス プ ッ に する が るが

物が 等 の 大 力 し に し  
プラスチック の が 50°C が する とし 10

100 年 の し る 31 る の ると 安定

棄等 10 年 年 にプラスチックの が する 性

る  
プラスチックの が した に関 した ラ る

Zmax 大 が する とが る に すると 安

3-62 1.41 1.23 に する  
た プラスチックの 学 とし が 10°C する とに 2

に ると 廃棄物層の が に る 特に が

と る に の とした が し る
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3-2  
棄等 廃棄物 の 性の の 性

に る 水 等 定 が た の

に る 物 等に するが に するとの研究

に長 するの し  
したが が長 に 5 年に 1 安 する

の が と る  

 

 

3-62 安 1.41 の 面 プラスチック等の の安 下 

 
 

3-9-3 度方 の 強度 

 斜面安定 に 廃棄物層の の が に るが プ

ラスチック等が混入した廃棄物層 大 混 大 の プラスチック等が

に るた に プ する と し の

た 層 の に る  

 の 2-12 の とと に が
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し 力 ス Ia が し る と 3-9 3-10

の が長 層 ス Ia が と が すに

が し が する とが る  

の に とと に研究する  

 

3-9-4 の の  

 廃棄物層 に 水 が る 長 の に 等の が 水とと に に

し に 層 の が 水 水 の の

性が る に 研究する  
 
 
3-10 と  

 

(1) プラスチック等が混入した廃棄物 の斜面安定性に  
の に のプラスチック等が混入した廃棄物 の に

斜面安定性 し る と した の とし が の安定

棄等 の 水 が と すた

る と が 等に る に る に大 が

する とと プラスチック等に る する とが る  

研究 に たプラスチック等が混入した廃棄物 の斜面安定性に る

特性 すると のと と る  

が し の 大 する 

に 性が る す 面が 60° のと 大に るた の

が に る  

に 水 に する 

の水 の斜面安定性が とが る 

の とと に が し が る とが る 

 
(2) 斜面安定性 に  

に した す に の斜面安定性

のす 面の す とが た た した した 長

斜面 に る に した す と した

安 た   
の た に した の

に ラ 年の した 等の

に ると る   
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(3) 安 に る安定 等の に  
のプラスチック等が混入した廃棄物の 安 に る

安 の斜面 層 等 と 安

に る 安 に斜面安定性 るた の 安と ると る

に 安 の の 定 定した

ス ラ に す た 斜面

安定性 のす 面 た  

 

(4) プラスチック等が混入した廃棄物 の斜面 に  
 の大 斜面 の 斜面 15 20°

斜面 が の 定 に と た 22 大

水 の の 水に る が に る と

に る に と た とが た  
 のプラスチック等が混入した廃棄物 するとと に

の が と 層 の水 に斜面安定性 た し

が 山斜面 等 の廃棄物層の す るた

が が る  
 
    



83 
 

 

1) G.E.BLIGHT & A.B.FOURIE  A REVIEW OF CATASTROPHIC FLOW FAILURES 
OF DEPOSITS OF MINE WASTE AND MUNICIPAL REFUSE, University of the 
Witwatersrand, Johannesburg, South Africa, researchgate.net, pp.1-17, (2003) 

2) Nejan Huvaj-Sarihan,Timothy D. Stark BACK-ANALYSES OF LANDFILL 
SLOPE FAILURES, 6th International Conference on Case Histories in 
Geotechnical Engineering, August 11-16, (2008) 

3) Koelsch, F. Static Stability of Landfills, Toolkit Landfill Technology, Chapter 4.6, 
pp.1-24, German Geotechnical Society (DGGT), (2009) 

4) Shaun Swingler (BILL NELINDA GATES foundation : Living and dying on a 
rubbish dump: the landfill collapse in Mozambique, 26 Feb, (2018) 

5) Down to Earth : Ghazipur landfill collapse is a result of years of inaction, 1 
September, (2017)  

6) National Building Research Organisation Ministry of Disaster Management : 
GEOTECHNICAL ASSESMENT ON THE FAILURE AT MEETHOTAMULLA 
WASTE FILL, (2017) 

7) 山脇敦 ス ラ に る 物 に する チ

に し 廃 NEWS, No.87, pp.16-19, (2017) 
8) 山脇敦 ス ラ ッラ 廃棄物斜面安 性 のた の

に し 廃 NEWS, No.88, pp.11-14, (2017) 
9) Tesfaye Getnet : Koshe tragedy couid happen again, March, (2017) 
10) Yueping Yin, etc. : Mechanism of December 2015 Catastrophic Landslide at the 

Shenzhen Landfill and Controlling Geotechnical Risks of Urbanization, (2016) 
11) Robert M. Koerner, Te-Yang Soong Stability Assessment of Ten Large Landfill 

Failures 
12) F.Koelsch, K.Fricle, C.Mahler, E.Damanhuri STABILITY OF LANDFILLS – THE 

BANDUNG DUMPSITE DESASTER 
13) F.Koelsch, K.Fricke COMMUNITY BASED LANDILL MONITORING 

    14) Florian Koelsch,Gunnar Ziehmann Landfill stability, May-June 2004 WASTE 
MANAGEMENT WORLD 

15) Dr.Koelsch HOMEPAGE (http://www.dr-koelsch.de/) 
16) Jan Bauer, Florian Koelsch, Andre V.A.Borgatto  STABILITY ANALYSIS 

ACCORDING TO DIFFERENT SHEAR STRENGTH CONCEPTS EXEMPLIFIED 
BY TWO CASE STUDIES 

17) Edward Kavazanjian The Indispensable Role of Case Histories in Landfill 
Engineering 



84 
 

18) Edward Kavazanjian, Scott M.Merry The 10 July 2000 Payatas Landfill Failure, 
Sardina ’05-10th Waste Management and Landfilling Symposium 

19) David M.Hendron,P.E Large Landslide Risk in Solid Waste Facilities… 
Geotechnical Fundamentals Count  (Geo-Strata) 

20) James K.Mitchell, Raymond B.Seed, H.Bolton Seed  KETTLEMAN HILLS 
WASTE LANDFILL SLOPE FAILIRE. I: LINER-SYSTEM PROPERTIES, Journal 
of Geotechnical Engineering , Vol.116 No.4, April, (1990) 

21) Malaya News, August 19,2009 PHILIPPINES  ‘Operater to blame for Rizal 
landfill collapse’  

22) Manila Bulletin Websites and Publications, August 5, 2009  ‘DNER bares findings 
on landfill collapse’  

23) The Philippine Star, August 19, 2009  ‘Katherine Adraneda , Mismanagement, 
faulty design blamed for landfill wall collapse’  

24) Melanie A.Lasoff  Death Toll Rises in Manila Garbage Dump Collapse, Waste Age, 
August 1, (2000) 

25) 安 大 山脇敦 大 に る 廃棄物の

特性 24 年 学 研究 pp.491-492, (2013) 
26) Eiichi Tanaka, Kiyoshi Omine, Satoshi Sugimoto, Atsushi Yamawaki : Seismic 

Earth Pressure of Waste Ground by Shaking Table Test, JS-TAINAN, (2016) 
27) に る に関する 26 工学研究

pp.745-728, (2001) 
28) Florian Kölsch : Leichtweiss-Institut Für Wasserbau der Technischen Universität 

Braunschweig, Mitteilungen Heft 133/1996, Der Einfluß der Faserbestandteile auf 
die Scherfestingkeit von Siedlungsabfall, pp.1-158, (1996) 

29) Civilserve GmbH, Steinfeld  GGU-STABILITY VERSION9 User Manual, 
pp.1-151, (2010) 

30) Jonathan D.Bray, Dimitrios Zekkos,Edward Kavazanjian Jr.,George 
A.athanasopoulos, Micheal F. Riemer Shear Strength of Municipal Solid Waste, 
JOURNAL OF GEOTECHNICAL AND GEOENVIRONMENTAL ENGINEERING, 
ASCE, (2009.6) 

31) 大 プラスチックの プラスチックス 24(2) 
32) Atsushi Yamawaki, Kiyoshi Omine, Yoichi Doi and Mikio Kawasaki : Slope 

Stability of Solid Waste Layers in Japan and Asia, Modern Environmental Science 
and Engineering, Volume2, Number1, pp.23-30, (2016.1) 

33) Atsushi Yamawaki, Yoichi Doi and Kiyoshi Omine : Slope Stability and bearing 
capacity of landfills and simple on-site test methods, Waste Management & 
Research, Volume35, Issue 7, pp.730-738, (2017.5) 

http://www.philstar.com/ArticleListByAuthorName.aspx?AuthorName=By+Katherine+Adraneda


85 
 

第４章 プラスチック等が混入した廃棄物地盤の 

沈下，支持力特性 

 

 

4-1  

  
プラスチック等が混入した廃棄物 廃棄物安定 に 1100

棄 廃棄物 等 する のの した

し と た と等 物 等に る

と に る た が する 廃棄物

とした に る と等 とし 廃棄物安定

等のプラスチック等が混入した廃棄物 に関する力学面等の研究 に

の プラスチック等が混入した廃棄物 が に 斜面

安定性 する と し した 物 等に る の 性が

る とが た  
た 斜面安定性に 力に関する特性が プラスチック

等が混入した廃棄物 の力学 の 研究が る と の 廃棄物の

に 面 の の

物の の 等に がる 性が る  
のた の廃棄物 の た の

と に プラスチック等が混入した廃棄物 の 力

特性 するとと に 水 に関する

廃棄物 の の の に する た 面 に

る の と 層 の の 性に す に

安 に る 力 の する  
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4-2 でのプラスチック等が混入した廃棄物地盤の  

 

プラスチック等が混入した の安定 等の廃棄物 に 物が

た た が 研究が 力 の が

る  
1 8)と に した 廃棄物 の 力

の 4-1に す  

 

(1) ス (Karlsruhe-West) 
 ス の 4-1 力 の に に

る の ッ が るが 17 年 し る ッ

に る が 8mm に たと に する た

年 mm し る  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(2) (Hamburg-Georgswerder) 
 -Georgswerder 力 ( 4-2)に するた の

力 と に る と ク

面 の の廃棄物 と に る に チ

4-1 での廃棄物地盤(Landfill)での 力  

  プ  力     

Altenberge MSW 
 1975-1992 1 height ca. 

100m 1.5MW 2001 

Karlsruhe-West 
 

MSW 
 1959-2005 3  

2x750kW,  
1x 1.5MW 

1999, 2000, 
2003 

München- 
Großlappen 

MSW 
 1954-1987 1 height 

99.8m 
1.5 MW 

(Enercon E-66) 1999 

Neu Wulmsdorf MSW 
 -1986 3  3x 0.6MW 2000.2001 

Hamburg- 
Georgswerder 

MSW 
 1948-1979 3 height ca. 

100m 
3x 3.4MW 
( ) 

1992( ), 
2004( ) 

 

  
 4-1 ス  の Karlsruhe-West  
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の し に ラス る 4-3 に の

廃棄物 20mm/年 し る のの 力

し とし が  

の 23m の た の

大の の が る に 年

るとの と る 力 の 年 20 25 年  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

(3) ス 工ス  
廃棄物 ラ 20 年 に に 2000 年 2002 年に

工ス が る( 4-4) 廃 等の のが

る ス る  

 

 

 

 

 

 

 

  
4-2 Hamburg-Georgswerder  

 
4-3 Hamburg- Georgswerder 1) 

 

   

4-4 ス ラ 地 ス 場 

量  
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4-3 試験 支持力 

 

(1)  
 1),4)の 廃棄物 に 等の 物 する

JGS1521-2003 4-5 4-6 力が る

に 力 に る の 廃棄物 に 定

の 力 定 る た 斜面安定性 した の 廃棄

物 特 の した に 力 する

と に 廃棄物 の 力 る ととし 2013 2015

年 に 8 12 た  

 

 

の の 4-2 に の関 4-7 に

す 4-7 の 0.3m 1.0m の 600kN/m2 た

ス 0.3m の 2000kN/m2 た ス る  

4-2 の 力 A1 に した ス

300kN/m2 る プラスチック等と が混 に る

A1 安定 2000 kN/m2 し る 工学 の

と に る の 4-3 に し 大 が

た A1 に 1 年 に 力が に し 力

の に する とが る  

廃棄物 の が 定 る 力 水 した水

の廃棄物 の 等 の 大 力 300kN/m2

と に 力 に 力 等の

が と る  

  
 4-5 試験の      4-6 廃棄物地盤 での 試験 
工学 の と 9  A1 8 年 1000mm  
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た 4-7の 12 した の 力 ると

た B し の

の 力 に大 性が る の 力 に

の 力が 大 とが A1 A1 8
年 15 年 C の の 10 %の

力が る  
た の す 力 (kv) ると B

と A1 の 4-3 に

に し し す とが る  
プラスチック等が混入した廃棄物 の に し 力 に

る のの に する が に る とが た  
 

4-2 試験結 8現場 12  

現場

 
 廃棄物   

 

支持力 

(kN/m2) 

地盤 力

 

(MN/m3) 

 

 

(mm) 
支持力  

A1 
安定

 
プラ(10cm )

が 等 3.5 4 年 2000  111 300  

A1 
安定

 

プラスチック(10cm
) が 等 

 140 5 300 30mm  

1 年 320 8 300 30mm  

8 年 480  8 1000  

15 年 640  12 1000  

関

A1 
安定

 

プラ(10cm )
等 

1 月 330 12 300 30mm  

15 年 700 24 300 30mm  

A 
安定

 
プラ(10cm )
ラス 等 3 月 340 8 500 50mm  

関

B1  
プラ(10cm ) が

等 1 月 1600 51 300 30mm  

B  
プラ(10cm ) 1 月 300 9 500 30mm  

B  
 10 月 565 179 300 30mm  

C 棄 
が 等 10 年  360  59 300  

 
 

4-3 試験結  

地盤 支持力 

(kN/m2) 
地盤 力  

(MN/m3) 
関 層 

( ) 662 666 ------ 

( ) 630 243 

 330 340 88 103 
 

             ) 工学 の と 9)  
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4-7 試験の 力 沈下量  

 

 

 

4-3 プラスチック等が混入した廃棄物地盤での沈下  

 
4-3-1 沈下 方法 

 の安定 A1 4-8 た 面 定

10) JGS1712-2003 に の た 15 年 した

層 20 m の廃棄物 に 2014 年 4 月 8 月に 3 層 9.5 m 2 層

1 m の た に 3 層の 面に し 4-9

2.5 年 の た  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
4-8 A1現場 安定 場 の 面 ， 面  
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4-9 沈下 場 と沈下 面 A1現場  

 

4-3-2 沈下 結  

A1 の 4-10 4-4 に す 層

が た に大 る た 4-4 層

の 321 0.9 年 に 1 層 344 mm 2 層 58mm 3 層

53mm 層 が し 層 が大 したが の の

と る 2 年 の 636 170 0.5 年 の 1
3 層の層 4 mm し る し し 年 8 mm の層

が る と 層の 15 年 層 20m 年 12 mm の が

る と の 長 のプラスチック等が混入した廃棄物

長 が する とが る 30m た に

した の ク 層と した 4-10  

 

4-10 A1現場での沈下量 結  



92 
 

4-4 の 量( A1現場) 

 

 
4-3-3 沈下と の  

4-11 に 4-10 の 180 に る の た の 層 と 水

の関 す 水 に する に が 水に

が ると る 水に る の の

る と 30 の大 の 水の る が に

と 等が 水の の が し

する水 11 に が し る の 水 に 廃棄物の が

た 廃棄物層 に たた る し するプラスチック等が水 に

に に た 性が る  

 と水の関 に に る  

 

4-11 の た 沈下量と 水量の A1現場  
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4-3-4 等と沈下の  

4-5に が る A1 の 1 年 8 年

の と の 力学 す の に

の し の と 水に る 力

ス に る (Ia ク )が大 に

る 廃棄物の 水 に に

3 の に 水 の が の とと に が

し に が が る た が大

が と る  

 

 の に に る(4.1) 12)が る  

H
e
eeS f

0

0

1+
−

=   ------------ (4.1)        

に S e0 の  

ef の  

H 層  

(4.1) に る 1 8 年 の 定 4-6に す (4.1) に る

大 に る の とし の 定 層

るのに し の に るプ に 層

とが る のた 廃棄物 (4.1) 層の

する と し と る  

に に る の 水 の (13.6% 4-5)

大 の  Sr すると Sr=13.6%÷1.41( ) =0.096m/m と る

4-5 A1現場での と 試験結 の  

  

地盤 

1  

地盤 

8  

地盤 

廃棄物 ( 量 )
 
 

プラ 14%, 57%, が 25%, 1%, 
1%, 2% ( 1 年 の ) 

度 

度  

1.17g/cm3  
[0.97 g/cm3] 

1.40 g/cm3  
[1.13 g/cm3] 

1.58 g/cm3 

[1.33 g/cm3] 
水  21.3% 22.7% 19.4% 

試

験 

廃棄物の 度 2.48 g/cm3 2.02 g/cm3 2.20 g/cm3 
 1.41 1.98 2.26 

水での  13.6%  16.0% 
 61.2% (1.58) 51.3% (1.05) 39.6% (0.66) 

 40.6% (0.68) 29.0% (0.41) 14.3% (0.17) 
沈下 度 

( m た ) 
0.0963 mm/day/m 0.0068 mm/day/m 0.0028 mm/day/m 

試験 
支持力 

 

140kN/m2 

5 MN/m2 
320kN/m2 

8 MN/m2 
480kN/m2  

8 MN/m2 
ス 試験 Ia 3.7 6.1 9.7 
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4-10 30 の に 100mm の が プラスチック等

廃棄物層 水に 大 が る とが る  

 

         4-6 の地盤 沈下量試算結  

 0 1 年の 
 

0 8 年の 
 

に

(4.1) に る 定 
0.205m/m 0.357m/m 

* 0.018m/m ----- 

        ) 0 1 年の 321 の 0.016m 365 した  

 

 4-12に 13 の と との関 す 年 の が

る安定 に とと に し る 4-12

プラスチック等が混入した廃棄物 が長 する とが る  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  
 

4-12 と の               

安定 等の 13 の                

na=145/(t+3.91) 
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4-4 水沈下 験 

 
(1)  
 水と の関 る と とし A1 の に した

水 4-13 た の 1 年 10 月 した

等に 水 る 1.8m×1.8m の の 水 と の関

た 水 900mm 25mm の 300mm 3 ス

等に 水した の に 10mm 層 の水の の

水 に 水 6 1 の

24 に た た に 水 定 面の廃棄物 に 3m し

面の水の 動 面 した の 水 の た  

 
4-13 水沈下 験 

水  水 の 面 したプラスチック等 水が し る  
 

(2) 水  

水 の 4-14 水 2 200mm 水

が 300mm の水 入した 水 の の と 4 の

の 大 14mm の が た た 水 に 面 した廃棄物

の 水 水に る が 層 1.5m の た 水 1

に する のの 24 し 水 に 水の

廃棄物層 に長 る 水 の 面 水 に た

面に した のプラスチック等の 水が する が た

4-13 水の大 プラスチック等 に する のの

水の 層 に長 する とが た  
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4-14 水沈下 験結  

 

 

 

4-5 面 度の  

 
 廃棄物 の 斜面安定性 に た 廃棄物層 の

るが 廃棄物 の廃棄物の が大 と の廃棄物が

る と等 に プ する とが し

層 の 力学 する と し  
年 の が大

の が長 が し る とが るた 層

と 安 の が る のと る  
 層 と る と の する と に

る 面 関 C1 た  
  
(1) 面 の 13) 

の 面 る 面 の 長 に

が する の とと に 性 が する が る

面 長 長 の するの 長 が

長 長 が る 長 に る の

する とに の S る の の
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面 の する 4-15 定 4-16に す  
 
 
 
 
   
 
 
 
 

4-15 面 の  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 定  
定 4-17に す プラスチック等が混入した廃棄物層が 層 4m

N 3 のプラスチック等が混入した廃棄物 層 S 150m/sec
が し の N が に する が る -6m

と 定 る  
廃棄物層の が る とが の プラ

スチック等が混入した廃棄物層 が すに に が

る とが る  
 
 
  

 の  
の  

    
4-16 面 定  
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  -8

  -6

  -4

  -2

   0

   2

   4

   6

   8

  10

  12

( m)
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1 2

  -8

  -6
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  -2

   0

   2

   4

   6

   8

  10

  12

( m)

   0    5   10   15   20   25

( m)

面

1. 0

2. 0

3. 0

4. 0

5. 0

6. 0

7. 0

8. 0

9. 0

10. 0

1 2

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

4-17 面 結 A1現場  
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4-6 沈下 験 

 
(1)  

廃棄物 の に し 廃棄物の 性に した に する が

等 る のた の る

た  
の安定 A1 の 1.5 m の 層 1 m した

に ク 7 m 1 m し 大 の に

ク に の の た 1.5 年

4-18 に が た 力

30 m 9.8 kN 10 kW の 14) た

20 の 15 % の 2
の 水 た  

 

 

4-18 ク の 験 

 

(2) に関する  
A1 の大 の に る の 4-19 に す 大

ク の 4 mm 面 3 mm の

た た ク と 90° に 6.5 m た

ク と の し 大 3 mm の が た

ク の が 1 mm に し 廃棄物 が 性 挙動

す と た  
の 力 4-5 A1 1 年 8 年 8 MN/m3
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大 58.7 kN/m2 が た と が に

等に したとすると 力 29.4 kN/m2 る  3.7 mm と

と する  
 

 
 

4-19 験結  

 

 

 

4-7 度試験と安 試験 支持力評価 

 

と安 に る (2.2) (2.3) (2.4) 定 る c 𝜑𝜑
15 の 力 (4.2) に 入し る

力と した 4-20 に る 力と 安

に る c 𝜑𝜑 力 に 入し た 力の に

B 定の 関が た  

rrcu NBiNciq c +=
1      

qu 面 た の 力 (kN/m2) 
Nc , Nr 力  
c の 力(kN/m2) 

1 の (kN/m3) 
の  

ic , ir の 斜に する  

------------------- (4.2) 
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B (m) 0.3 1 m  
の に る  

(4.2) 入 し る  
 

4-20 力 に る 力 に る 大

るが の が 力に し

が 4 る 4-20の とに の の に の

が の 10 %の 力 る と し

の 力 に るた と る  
と安 1m3 の た

0.3m×0.3m×0.15m の 面 の c 𝜑𝜑 力が

ると る と安 に

力 した と の のた に に する

の と ると る  
 

 
4-20 試験と 度試験，安 試験 支持力の  
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4-8 廃棄物地盤 の ， の の  

 

4-21 2-16 の のプラスチックの した の る の廃棄

物 の 入し が と等し る に た の プ ッ

プ る に と る プラスチック等 水 に する

に し るが プラスチックが 定の し 4-22の

にプラスチックが し し る プラスチック の るが

に る の廃棄物 し に水 に る 2-6-1

プラスチックの 等 る に が す 水

に ると に した ク の 6.5 
m た ク と に した と プラスチック等が混入した

廃棄物 4-23の にプラスチック等の が に 水 に

が に する水 の が に る

と の廃棄物に 性が るに 関 定の挙動 す とが

る  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
4-21 のプラスチックの ( )  4-22 度試験での  

 

 
4-23 試験での  

力 

 
力 
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4-9 と  

 
(1) に  

20 30 の 斜面安定性研究 と の

力研究に プラスチック等が混入した廃棄物 が長

する のの 大 特 の し 斜面安定性が の

し 大 力 とが た  
 
(2) に  
プラスチック等が混入した の に 力 が

長 する と に し が と る  
に の に 力 等の

物の に し が に と た が に

に の の の

プラスチック等の水 の が に 水 に が

に する水 の が に る とが た  
の と 0.3m 1m に る

力 した に し に 物 の 定

る とが た  
の るが の 水に する と

が た 水に る に に る  
 
(3) に  
 年 の 廃棄物 の 面 に が

る とが 層 の に 安 の が る とが た

た し 廃棄物層 の 等の の研究 る  
 
(4) に る 力の 定 

る と安 に る 力と

力 に 力 た  
 
(5) に  
 に した 動 に プラスチック等が混入した廃棄物 の の水

と し プラスチック等が混入した廃棄物 の

と る動 挙動 す とが た し し プラスチック等が混入した廃

棄物 の 挙動 物 の の研究 る   
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第５章 廃棄物地盤の水挙動と浸透量算定方法 

 

 

5-1  

 

 に プラスチック等が混入した廃棄物 に関し

と 斜面安定性 力等の力学特性が る とが た し

し に関 する廃棄物層 の水の 動 に が

の とが 安定 棄 等 する 水

に し がと に の と る た 水の る

と 斜面安定性等の 水 の に がる

との関 る と る が に る等 の が

る   
プラスチック等が混入した廃棄物 の水挙動に関し た

のと る  
 

に る 水 
プラスチック等が混入した廃棄物 A1 2014 年 7 月 13 に 層

2.6m の した 6 に 面 の 層 面 に水が

し の に し 26 に水 170mm に した

年 7 月 3 11 に 82mm 13 17 に 8.5mm 19 に 1mm の 水 が

たが 水 0 た したが 12
の に る 層 2.6m の に した 動 に た水が

と 面に した とに る 安定 棄

の 30 たが の 等の 廃棄物が

る 等 た

等に する 層 の の 水 水 た  
水 が 斜面安定性が  
が のプラスチック等が混入した廃棄物 の廃棄物 と

の が と 水 が し る大 斜面 が

の し の大 斜面 に た廃棄物

が大 に 廃棄物層 がす た る  

水に る  

A1 の 水 に する に が た 水に る

の の る と 等が 水の

の が し する水 に が し る の
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水 に 廃棄物の が た 廃棄物層 に たた る し するプラ

スチック等が水 に に に た 性が る  

面 の 水  

A1 た 水 の に 水 の 面 水 に

た 面に した のプラスチック等の 水が する が

た 水の大 プラスチック等 に する のの 水の 層

に長 する とが た  

 
大 ラ プラスチック

等が混入した廃棄物 の水挙動 水特性 とに

の 定 し する た の研究 と

と水の関 に する に プラスチック等の に た水

の水 に る  

 
 
5-2 浸透 験 

 

プラスチックが混入した廃棄物 の水の するた に ク の

た た  

(1)  
 面が ク の 1m×1m×1m の に A1 し に た

定 の水 2 の 水し ク する とに

の の廃棄物層 の水の した の廃棄物 0.81g/cm3 廃棄物層の

51% 水 15mm(15 L) 30 等に

水した  

 

(2)  
 水 10 と 30 の 5-1に す 水の に るが 特定の水

するの の廃棄物が水 に し し る廃棄物

層 とと に水 に に が る 水の 10

0.07m 30 0.15m る の 1.2×10-4 m/s 0.8

×10-4 m /s とと に 層 が る 30 る

と 100mm の に 51mm =100mm×51% るのに し

水 15mm と に し 水 層 の し る

水の に プラスチック等の廃棄物の す

たとと に 15mm/30min の水 廃棄物の す と と
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が た  

た 水 3 に 水 た に る とが 水

の プラスチック等の に る 等に長 る とが た  

   

5-1 浸透 験 

水 10 水 30  
 

 

 

5-3 浸透特性 のた の ラ 験 

 

5-3-1 験方法 

プラスチック等が混入した廃棄物層の水の る と に大 ラ

た 5-2 1) 大 ラ 567mm 890mm の ラ 大の

面 に 水 ( 5mm×15 ) る 水性 し

の の に 3.3mm/min の 水 30 水した の に水が

る と 水 と の水 水 る ス 5-1 のと

に 大 の廃棄物が混入した A1 の 2-2 と

に 等 た 15cm の廃棄物 る関 の 廃棄物安定

関 A1 した た の に る るた

に の 10cm×10cm 関 2cm×2cm
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関 に た た のた に山

入 に た の の の と

等と る に 1 年 10 月 した した A1 の

20% した関 の 57%と る

0.1m に た 力 に

る 水 水の ス 30
した 等に 水した 水 50mm とし 100mm 25mm

関 水 ス 山 た 水 の 水 水 90
1 3 10 の 6 24 7 1 月

3 月 6 月 とした 水 6 の

ラ し た た 水 に ラ の と 水 の

した  

 

5-2 ラ 験 水    水  

 
 
5-3-2 水特性 験結  

5-1 5-3 5-8に す 5-1の 水 水

水 の ると 廃棄物 が が大 関 の が

水 山 10-4 m/s

に た 廃棄物 水 に水が 層に る と 層 に した

山 30 25mmの 水に 層に 大 5mm の 水が

たとと に 水 123 と廃棄物 の 3 7 した 山 の

30% と 廃棄物層 水の が の の

の廃棄物 が大 と 水が す 大 が する と プラス

チックの 面 水が す が 2 とが関 し ると

る に 5-3 5-6の と 水 水 水 の に

した の関 ると 廃棄物 水 水 30 40 クに し
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水 1 すると 水 し の と 水 る

100mm 水した ス 50mm の ス に 水 が ク 水

に大 水 と に る ラ の廃棄物層が

100mm/30min の 水 力 する と し るとと に 50mm/30min と

100mm/30min の に 水 と の 水が る に る が る と す

る 水 の ラ の 水 し た ラ の

ス 9% 関 ス 48% が に水 た

る 5-3 5-5の ス 10cm 関 2cm

50mm 水した ス に ク 水 が

クの が る  
関 5-1 のと の 水 の ス と ク

の 水 が大 るが ス と 水特性 した  
 5-7 の山 の ると 水 が 水が ると 定 の 水

が の 水 た廃棄物 と る 水特性 し る  

5-8の ラ の 水 (Qin)と 水 (Qout)の の の に

した と との関 100 の ると 水 に関

等し 関 2cm と 水 等し

る 5-1 6 月 の ると 12 13mm 廃棄物 の

関 ス 9 11mm と た 関 ス の 2cm
水 の が 水 る 2cm 物の面 が

5-1 ラ 験 スと 験結  
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が と る とと 2-2に した に 100mm の

面 98% プラスチック等の 物が る と 定の面 す

るプラスチック等が に る が大 とが る  
た 5-8に すと 山 ス 6 月 4320 水が

し る とに A1 の 12 の に る水

が 面に と した と プラスチック等が混入した廃棄物層 に

層 た 月 する水が する とが る  
山 水 が に とと に 167 水が 5-8 6 月

の 水の関 ス の 3.1 る に た山 の 水

3)が 4.1%とプラスチックに に大 廃棄物 に 長 る

水 が 水に した とが とし る  
 

  

 
 

5-3 水 (q)と (t)の  

の 水 50mm  
 

 
 

5-4 水 (q)と (t)の  

の 水 100mm  
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5-5 水 (q)と (t)の  

関 の 水 50mm  
 

 
 

5-6 水 (q)と (t)の  

関 の 水 100mm  
 

 
 

5-7 水 (q)と (t)の  

山 関 水 水 25mm  
 

 
 

5-8 (S)と (t)の  
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5-3-3 験 の の  

 5-9 100mm の 水 6 月

し の 水が し た

ス が入 た 水の

水 13mm ス ッ に した

の に水

が る た ス ッ

した廃棄物の 水

の 1/4 の 170mm の が

21.9% 170mm

が 26.2% 水 20.6%

の 水 が が 水

したが 水 6 月

の 水 に た水に る

水 層 し

し る水に る  

 

 

5-4 浸透 の と浸透量 算 

 

5-4-1 ラ の 算 

 大 ラ の のプラスチック等が混入した廃棄

物 水 が 100mm/30min 水 し

の プラスチック等の 等に が する とが た た

水 が 定 ると に が 水 と が廃棄物層 し

水 た 5-10 の に 水 廃棄物の 等に し が し

が 定 ると し

の と が すると 定し ラ

の た km2

と し の 水

る とし 関 4)が る (5.1) (5.4)

る 関 の に

た水の の に した と

定し した の が大 の

す の が 定した が

る と の 性 た  

 
 

5-9 水 6 の 験  

( 水 13mm の 水  

 

 
5-10 水の の  
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  S=K qp         ------------------  (5.1)  

  dS/dt=q       ------------------  (5.2) 

   た し S>C のと  

  q=qin                 ------------------  (5.3)  

  ql(t+t0)=q(t)        ------------------  (5.4)  

  に S (mm)  

     C (mm)  

        K p 関 の定  

        q 水 (mm) 

        qin 水 層 の 水 (mm) 

        ql(t+t0) 水の t0 した t+t0 の 水 ( ) (mm) 

 

 水 5-3 5-7 (5.1) の p に の が の

等 し K に の す p K の が大 に する 水

す が る (5.4) の t0 の の す に

する に p の (5.1)(5.2) 1 し定 ると p =0.2 としたと の

に た 5-3 5-7 p の の 0.6 の に す

る 5)と るが p=0.6 に る と 5-3 ラ

の が の に と p と

水 の関 にする が るた る  

に た ス に 水 クが に する

に K 定 ると K 64 関 K 45 と た 5-2

(C) (5.3) が る する が る にの 定 る

水 と の 水 が た ス 水 100mm が に す

る に C 定 ると C=68mm 廃棄物 が 関

C=58mm と る 5-4 の 水 100mm の ス の ク が

に るの の S( )>C と (5.3) が る とに

る に の の に する に (t0) 定 ると

20 4 関 4 と た に 5-3 5-6の

に 関 に る に した  

 に 廃棄物 した ス に に 関 の定

定 ると 5-2 関 と に 水 の ス と K が と

に 2cm の関 5-5 ラッ の 水 ク 関

関 に し特定の 水 るた の に

水に が し 定の 水 す に る と  

 が 10%大 の関 ス K に が t0 ス に
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る 5-2  

 水の 年 に 水 た関 ス K が 水 水 が

ると 水が す る とが る  

 山 5-7 水 ク 長 に た 定の 水 し の

に 関 る と  

 5-2 のと 関 たの プラスチック等が混入した の

と 10cm プラスチック等の 面 が 2cm

山 に 関 100cm2 のプラスチック等が

混入した 性が る た に た 関 の定

5-2 ると K 水と山 廃棄物 が大 が大 が

C 廃棄物 が大 の が大 したが 関 る

に た水の の に する 廃棄物

が大 の に する 水 が と長 が と

る  

 

5-2 の 結  
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5-4-2 現場での  

 の 関 す とが る るた に A1
に (5.1) (5.3) と(5.5) に る 水 層 た  

   ( + ) = ( )        ---------------------- (5.5) 

 に Q(t+t0) t+t0 の の 水 の 入  
       qn(t) n の に る t の 水 とした  
      t0  
(5.1) (5.2) S 水 の 0 とし の 年

と 年の に る と した A1 水 の 水

し に する に の 水 に する

=17.4 %とした 関 の定 水 に る に定 た

p=0.647 K=300 t0=8 と た C ラ 68mm(
) / 680mm( ラ )×30m( ) 3000mm とした 5-2  

A1 の 水面 0.039km2 km2 km2の面 とする

に が と が る と に が p

と る p=0.6 5) 山 し と る p=0.5 4)

大 K 山 の K=40.3 4) 大 t0 山 の 長 11.9km の

の t0=0 4) 長 のた プラスチック等が混入した の 水

水の の に が大 の に し た

が の が長 る とが る  
5-11 5-12に す 5-11に 水 に 定し

た 層 の と 水 の 水 (5.5) に る の し

る た が 水 の に の

の に し 水 の 水 に し る 水の

が に し 大 た に 水の ク が

水 が 水 に 関 に る と 関 に

るた と る  
5-12 と 水 の と る 水 水 の 動

した の の動 が 動し した 関 に る が 水 水

の に し る とに る 5-12 270 360 の が 水

水 動 大 動 し るが に 動し る

5-12 水 水 と 水 の の 100 の 動 し るが

水 の 水 プ 水 と 関 水 に

水 に 水 が し す と 水 水 の

の 水 水 水面 大 る とが と

る  
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に る 関 プラスチック等が混入した

A1 の す とが た た の の 等 水 と

水 の し した 関 に の 水 に る に

関 の定 定 る と の の に る 特性の

た る 性が る  
ラ と との の 関 の定 の関 に の の廃

棄物 の が る と ラ した 水に る水の

が る と等 が る に

関 の定 水 等の

する とに 定 る  
の 定 K, p, t0 に の る の

水 の の た の研究 る  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

5-11 浸透量 算結 A1現場 浸透 の  
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5-5 水 量と沈下量 

 

 水 5mm×15 水 た水に る

し と した 5-3 47mm の ラス

が 1.0 の の た 水 3 月 の 水 の

水 と 関 に 3g 関 水 ス 3 6g

た の 0.7m る と 層 30m の に すると 130

260g(/50 100mm/3 月)と 水に る の る

に に とが た  

 水 ス 3 月 の が 0.8g と し に 水

の に に する し とが る 山 3 月 の

が 0.4g と廃棄物 が 入 のた 0.075mm が 8.1%

と とが と る  

 の 水 しの ス の の 水

30 水 に る た 関 の が

と に 水に が し とが

 
 

5-12 浸透量 算結 A1現場 算 と 水 との  
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た 山 水に る が 廃棄物 の が水に る

が し す  

水に る に の 等の る

と た と 水 に水 に したプラスチック等の

面等 が し廃棄物の す と た と に

し し るプラスチックの 等に入 水の に プラスチック等が

に とし した とが 性とし る  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 

5-6  水の水  

 

 大 ラ に る 水の 水 る と に の

る と 性の 物の る (TOC) 物の

る (T-N) 水 (pH)に た 5-13 5-16に

た大 ラ の 水 3 月 の 水 た す

5-13 の 7 の が 30 スと

し る と に 廃棄物 の 10cm の が大

の 水に る し に 等が の

に した とが と に廃棄物 が する水

に するプラスチック等が と し が 大 とが

る TOC 5-14 10cm の ス 30
し る た TOC プラスチック が 10cm の

5-3 ラ 験での 水 沈下量と 水 の 量 
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が の ス と プラスチック等の 等に長 した水に

TOC が する が る とが る とし 廃プラスチック等の 面に し

た 等に る が 性とし る T-N 5-15 と pH 5-16

スに に T-N し pH
性 に し プラスチック等に る と る  
長 10cm のプラスチック等が混入した

長 水 TOC 等 の が に る 性が る  
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
  

 
 

5-13 水 の 度の        5-14 水の (TOC)の  

 

 
 

5-15 水 の (T-N)の          5-16 水の pH の  
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5.7 と  

 

(1) プラスチック等が混入した廃棄物 の水挙動に  
プラスチック等が混入した廃棄物 水性が が 廃棄物層 水 廃

棄物 面等に し が し た水 と する とが

水 大 ラ の に た た 水の

層 る とが た  
 

(2) に  
大 ラ の に 100cm2 のプラスチ

ック等が混入し る る 関 に

す とが た た の の 廃棄物安定 の

する とが た  
 
(4) の 水特性 
プラスチック等が混入した 30m の 水の が に

し 大 た に 水の ク が

の が長 るとと に の 水 水 に 関

に る   
 

(5) と水の関  
プラスチック等が混入した廃棄物 に 水 に る が

大 15mm/30min の水 廃棄物の し

と 大 ラ 水 50 100mm に る の 3 月

3g とが た と の プラスチック等の 等

に した水の に プラスチック等が に とし する とが

た  
 
(6) 水の水 に  
 ラ に プラスチック等の 等に長 た水に TOC
等 の水 の が る とが たが 水 の に の研究

る  
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第６章 結論 
 

 

に プラスチック等が混入した廃棄物 長 物 プラスチッ

ク等 が に水 に に し に の る

し ると た特 に し のと の の と る

特性 水の 特性 し る と た た した に

した 斜面安定性等の した  

の 研究 と の 研究 に に す  

 

(1) に  
 廃棄物安定 棄 等のプラスチック等が混入した廃棄物

の に の廃棄物の が大 と等の 特性 の研

究 等 に 定し 20 30 た のた の

面 力 のた の 長 10cm のプラス

チック等が混入した廃棄物 力 が のの 大

する とが た  

とし した ス と安

力 の 定が とが た た

に する の の とと に

力が する とが た  

  

(2) 斜面安定性に  
 が のプラスチック等が混入した廃棄物 大 廃棄物の 等に

る大 する プラスチック等に る特 の が た

斜面安定性が プラスチック等が に水 に し る と

性 し す 面が 60° のと に が 大に るた 斜面 の

が に る  
た 大 斜面 が し る の廃棄物 に の

が 水 が と 斜面安定性に大 し る 水性が た 層

に する水 プラスチック等の に する水 水 が に  
に 動 に に 水 が と

し の斜面安定性 とが た  
た し が 山斜面 等 の廃棄物層の す

るた が が と る  
 に した す に の斜面安定性
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のす 面の す とが た た した した 長

斜面 に る に 斜面安定性 た  
に 安 に る 安 が の

廃棄物の斜面 が 安 のと に 斜面の 等が

と 斜面の安定 るた の 安に る とが た  

 
(3) 力特性に  
 プラスチック等が混入した廃棄物 が長 する のの 力

の に し 大 と に した  
に の に 力 等の

物の に し が に と た が に

に の の の

プラスチック等の水 の が に 水 に が

に する水 の が に る とが た  
 の るが の 水に する と

が た プラスチック等 等に が する 定の

し の 等に 水に 水が の プラスチック等の

が に る とが た  
 年 の 廃棄物 の 面 に が

る とが 層 の に 安 の が る とが た

た し 廃棄物層 の 等の の研究 る  
 に 動 に 水 が と した

が 物 の の の動 の の研究 る  
 
(4) の水挙動に  

  プラスチック等が混入した廃棄物 水性が が 廃棄物層 水 プ

ラスチック等の 等に し が し た水 と する とが

水 大 ラ の に た た

水の 層 る とが た  
 水 の に 100cm2 のプラスチック等が混入した に

る 関 に の が とが た

の プラスチック等に る に の が長

るとと に 水 に 関 る とが た  
 ラ に プラスチック等の 等に長 た水に TOC
等 の水 の が る とが たが 水 の に の研究

る  
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(5) プラスチック等が混入した廃棄物 の に  
 プラスチック等が混入した廃棄物 が長 する のの

力 し に た 斜面安定性 安 が

る した する に 力 等の

物 に る が る  
 の動 の に長 た水の水 等の

るが が が が に 廃棄物 の が

とが る  
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